
熊本高等専門学校 
八代キャンパス 

学 生 便 覧 

令 和 ８ 年 度 





































































































































































































































































































５ 前各項に定めるもののほか，授業料の徴収猶予の実施について必要な事項は，別に定める。 

 

（授業料の月割分納） 

第２２条 学資負担者が死亡した場合又は対象学生若しくは学資負担者が風水害等の災害を受ける

など，授業料の納付が困難となるような特別の事由があると認められる場合は，各学校の選考機関

の議を経て，校長は，授業料の月割分納を許可することができる。この場合の月割分納の額は，授

業料年額の１２分の１に相当する額とし，その納付期限は毎月末日とする。 

２ 前項による月割分納の取扱いは，年度を前期及び後期の２期に分けた区分によるものとし，当該

期分ごとに許可する。 

３ 第１項の規定により月割分納の許可を受けようとする者は，各学校が定める期日までに各学校が

定める申請書を校長に提出するものとする。 

４ 前各項に定めるもののほか，授業料の月割分納の実施について必要な事項は，別に定める。 

 

（入学料の徴収猶予） 

第２３条 対象入学者が，次の各号のいずれかに該当する場合には，対象入学者からの申請に基づき，

各学校の選考機関の議を経て，校長は，入学料の徴収の猶予を許可することができる。 

一 経済的理由によって納付期限までに納付が困難な場合（別に定める家計基準を満たす場合をい

う。）であり，かつ，学業優秀と認められる場合（別に定める学力基準を満たす場合をいう。） 

二 入学前１年以内において，学資負担者が死亡した場合又は当該入学者若しくは学資負担者が風

水害等の災害を受け，入学料の納付期限までに納付が困難であると認められる場合（別に定める

家計基準を満たす場合をいう。） 

三 その他やむを得ない事由があると認められる場合 

２ 第１項の規定により入学料の徴収猶予の許可を受けようとする対象入学者は，入学料の納付期限

までに，各学校が定める申請書を校長に提出するものとする。ただし，入学料の免除を申請した者

については，免除の不許可又は全額に満たない額の免除の許可に伴う請求書等発行の翌日から起算

して３０日以内に徴収猶予の申請を行うことができるものとする。 

３ 入学料の免除を申請した対象入学者については，必要書類等のうち，既に提出したものについ

ては再度の提出は要しない。 

４ 徴収猶予の期間は，当該入学に係る年度を超えないものとする。 

５ 前各項に定めるもののほか，入学料の徴収猶予の実施について必要な事項は，別に定める。 

 

第６章 理事長が特別に認める授業料免除等 

 

（理事長が特別に認める授業料免除等） 

第２４条 理事長は，特別の理由があると認める場合は，前４章に定める授業料免除等以外の授業料

免除等を設けることができることとし，その取扱いは，その都度理事長が定める。 
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第７章 補則 

 

（許可の取消） 

第２５条 授業料免除等を許可された者が次の各号のいずれかに該当する場合は，各学校の選考機関

の議を経て，校長は，その許可を取り消すものとする。 

一 免除又は徴収猶予の理由が消滅したことが判明した場合 

二 免除又は徴収猶予の申請に虚偽があった場合 

２ 前項の規定により許可を取り消された者は，免除された授業料，入学料若しくは寄宿料の全額又

は徴収を猶予された授業料若しくは入学料の全額を，直ちに納付しなければならない。 

 

（不許可者等の納付） 

第２６条 授業料の免除が不許可とされた者又は全額に満たない額の免除を許可された者は，各学

校が指定する日までに納付すべき授業料を納付しなければならない。 

２ 入学料の免除が不許可とされた者又は全額に満たない額の免除を許可された者は，納付すべき入

学料を納付しなければならない。なお，納付については，独立行政法人国立高等専門学校機構出納

事務取扱規則（機構規則第３７号）第６条によることとする。 

３ 寄宿料の免除又は授業料及び入学料の徴収猶予が不許可とされた者は，各学校が指定する日まで

に納付すべき寄宿料，授業料又は入学料を納付しなければならない。 

４ 授業料免除等の額に変更があった場合は，未納の授業料を各学校が指定する日までに納付しなけ

ればならない。 

 

（免除実施報告） 

第２７条 校長は，次の各号に定める授業料免除等について，別に定めるところにより実施状況をま

とめた免除実施状況表を作成し，理事長に報告しなければならない。 

 一 第２条に定める授業料免除 

 二 第１１条に定める入学料免除 

 三 第１７条に定める寄宿料免除 

 

（雑則） 

第２８条 この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，理事長が別に定める。 

 

附 則 

第１条 この規則は，令和２年５月１９日から施行し，令和２年４月１日から適用する。 

第２条 独立行政法人国立高等専門学校機構における授業料等の免除及び徴収猶予に関する規則（独

立行政法人国立高等専門学校規則第１０９号。以下「免除規則」という。）は廃止する。ただし，
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令和元年度に第４学年以上（専攻科を含む。）に在籍していた学生に対し，在籍期間中（学科の学

生が，卒業後に引き続き学校の専攻科に在籍する期間も含む。）においては，免除規則第４条及び

第１７条における規定を適用する。 

２ 前項に定める免除規則第４条を適用する場合における授業料免除の額は，第３条で定める授業料

免除額より高い場合にその差額を免除する。  

 

   附 則（令和６年３月１９日一部改正） 

 この規則は，令和６年４月１日から施行する。ただし，入学料の免除及び徴収猶予に関する規定は，

令和６年度の対象入学者から適用する。 

 

   附 則（令和７年５月２日一部改正） 

第１条 この規則は，令和７年５月２日から施行し，令和７年４月１日から適用する。ただし，入学

料の免除及び徴収猶予に関する規定は，令和７年度の対象入学者から適用する。 

第２条 理事長は，令和７年度に学科の第１学年から第３学年までに在籍する学生（国の設置する高

等学校等に係る高等学校等修学支援事業費補助金（高校生等臨時支援）交付要綱（令和７年４月１

７日文部科学大臣決定。以下この条において「要綱」という。）第３条第１項第一号から第三号ま

でに該当する者に限る。）の授業料に限り，本則第２０条第２項の規定に基づく徴収猶予のほか，

要綱に基づき高等学校等修学支援事業費補助金（高校生等臨時支援）による臨時支援金の額の決定

がある月までの期間又は令和７年９月の末日のいずれか遅い日まで徴収を猶予する。 
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⑵ 高等学校等就学支援金 

 就学支援金制度とは、１～３学年を対象として、家庭の状況にかかわらず、全ての意志ある

高校生等が安心して勉学に打ち込める社会をつくるため、国の費用により、学生の授業料に充

て、家庭の教育費負担を軽減するものです。所得制限が撤廃され、令和８年度から、すべての

世帯が支援を受けられるよう制度が拡充（実質授業料無償化）される予定です。 

（留意事項） 

  就学支援金は学生本人（保護者等）が直接受取るものではありません。学校が学生本人に代

わって国から就学支援金を受取り、授業料に充当するものです。 

 

⑶ 高等教育の修学支援新制度 

 高等教育の修学支援新制度は、令和2年4月から実施されている国の施策です。大学等におけ

る修学の支援に関する法律に基づき、一定の要件を満たすことの確認を受けた大学・短期大学、

高等専門学校、専門学校(確認大学等)を対象機関とすることとしており、本校も、令和元年9

月20日に認定されました。 

高等専門学校では第4学年・第5学年及び専攻科の学生で、家計基準・学力基準の条件を満た

す方は、授業料等の減免と、給付奨学金(原則返還不要)の支援を受けることができます。 

令和７年度から、修学支援新制度の拡充により、多子世帯に属している学生等は所得制限な

く授業料等減免を受けられるようになります。多子世帯の方が申請した場合、授業料等減免

(全額免除)のみとなる場合があります。 

詳細は本校 Web サイトで確認してください。 

 

⑷ 奨学金制度 

（Ａ）日本学生支援機構 貸与型奨学金 

日本学生支援機構の貸与型奨学金は、経済的理由により修学に困難がある優れた学生等 

に対し学資として貸与(貸付)されるものです。貸与終了後に必ず返還しなければなりませ 

んので、自覚を持って利用してください。詳細は本校 Web サイトで確認してください。 

 

（Ｂ）日本学生支援機構 以外の奨学金制度 

日本学生支援機構のほか、地方公共団体・民間団体が行う奨学制度があり、募集につい 

ては随時、掲示板等にて案内します。奨学金によっては、学校を通さず、各団体が直接募 

集を行っているものもありますので、各 Web サイト等で確認してください。 

取扱いは奨学制度によって異なりますので、掲示内容を確認し、不明な点等あるときは

学生係にご相談ください。 

 

⑸ 奨学のための給付金 

 奨学のための給付金とは、１～３学年を対象として、全ての意志のある生徒が安心して教育

を受けられるよう、授業料以外の教育費（教科書、ＰＴＡ会費等）の負担を軽減するため、低
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所得世帯を対象に支援を行うものです。申請手続きに関しては学校からメール等でお知らせ

します。 

なお、熊本県外にお住まいの場合は、学校を通さずに手続きを行う必要がございますので、

お住まいの都道府県に直接お問い合わせください。 
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６．福 利 厚 生 

 

⑴  熊本高等専門学校八代キャンパス福利施設（龍峰会館） 

使用規則  ·············································· 152 

⑵ 保 健 衛 生  ·········································· 155 

⑶ 学生生活支援室  ·······································  155 

⑷ ハラスメント対策  ·····································  156 

⑸ 各種保険制度について  ·································  158 

⑹ 学生運賃割引証と通学証明書  ···························  159 

 

学生の健康管理に供するための保健室や、日常生活での諸々の

悩み事の相談に応じるための学生生活支援室が設けられています

ので、気楽に利用してください。 

学生の正課、課外活動等の災害・傷害に備え、各種の保険制度

があります。任意保険についても、万一に備え、できるだけ加入

するようにしてください。 

学生係では、学割証の発行等を行っていますので、活用してく

ださい。 
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(1) 熊本高等専門学校八代キャンパス福利施設（龍峰会館）使用規則  

 

                            令和４年３月１８日制定 

令和５年２月２４日一部改正 

令和７年３月１４日一部改正 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，熊本高等専門学校八代キャンパス福利施設(龍峰会館）（以下「福利施設」

という。）の管理運営及び使用について，必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 福利施設は，熊本高等専門学校（以下，「本校」という。）の教職員の福利厚生を図るこ

と並びに学生の課外活動の発展を促進することを目的とする。 

（管理運営） 

第３条 福利施設の管理運営は，校長が行う。 

２ 福利施設の管理運営に関する必要事項については，学生委員会において審議する。  

３ 福利施設の管理運営に関する事務は，学務課において行う。 

（施設） 

第４条 福利施設に，別表に掲げる室を置く。 

（使用の範囲） 

第５条 福利施設を使用できる者は，本校の学生並びに教職員及びその他校長が特別に許可した

者とし，次の各号に掲げる場合に使用することができる。 

(1) 学校行事 

(2) 学生及び教職員の研修・会議等 

(3) 学生の課外活動 

(4) その他校長が必要と認めた場合 

（使用時間及び休館日） 

第６条 福利施設の使用時間及び休館日は，次の各号に定めるとおりとする。ただし，校長が特

に認めた場合は，この限りではない。 

(1) 使用時間 ８時３０分から１９時 

(2) 休館日 土曜日，日曜日，国民の祝日に関する法律（昭和２３年法第１７８号）に定める

休日及び年末年始（１２月２８日から１月４日まで） 

(3) 福利施設内にある保健管理センター等の使用時間及び休業日については，校長が別に定め

る。 

（使用の手続き） 

第７条 福利施設を使用しようとする者は，別表の使用区分に応じ，「施設・設備等使用願（学生

準則別紙第１７号様式）（以下，「使用願」という。）を学務課に提出し，校長の許可を受けなけ

ればならない。 

（使用優先順位） 

第８条 福利施設の使用が競合する場合は，学生委員会で優先順位を決定する。 
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（鍵の管理） 

第９条 福利施設の鍵は，学務課で管理する。 

（使用者の義務） 

第１０条 使用者は，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 使用許可を受けた目的以外には使用しないこと。 

(2) 使用期間及び使用時間を遵守すること。 

(3) 施設の清潔，整頓に留意し，設備及び備品等の無断での移動若しくは損傷又は汚損させな

いこと。 

(4) 所定の場所以外で火気を使用しないこと。 

(5) 使用後は，清掃，施錠，消灯，火気の後始末及び原状復帰を行うこと。 

(6) 使用を中止又は変更するときは，速やかに学務課に届け出ること。 

(7) その他使用に際しては，許可条件を遵守するとともに，学務課職員の指示に従うこと。 

（使用許可の取り消し） 

第１１条 校長は，使用者が前条の事項に違反した場合は，使用許可の取消及び以後の使用を許

可しないことがある。 

２ 校長は，本校の行事等のために福利施設を使用する必要が生じた場合には，使用許可を変更

し又は取り消すことがある。 

（損害賠償） 

第１２条 使用者は，故意又は過失により施設設備若しくは備品を滅失又はき損したときは，そ

の損害を賠償しなければならない。 

（事務） 

第１３条 福利施設の管理運営及び使用に関する事務は，学務課において処理する。 

 

附 則 

１ この規則は，令和４年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行に伴い，以下の要項及び内規は廃止する。 

(1)  熊本高等専門学校八代キャンパス福利施設の管理運営に関する要項 

(2)  熊本高等専門学校八代キャンパス福利施設の使用に関する内規 

附 則 

この規則は，令和５年２月２４日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和７年４月１日から施行する。 
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別表 

所在 室        名 使 用 区 分 

1 階 保健管理センター 学生・教職員の保健管理 学生・教職員共用 A 

相談室 カウンセラー等による学生相談 学生使用 A 

談話コーナー 学生・教職員の憩いの場 学生・教職員共用 A 

軽食コーナー 学生・教職員の軽食コーナー    〃 A 

売店 文房具・日用雑貨品の販売    〃 A 

2 階 クラブ共用室(1) 複数のクラブが課外活動等に使用 クラブ共用 C 

クラブ共用室(2)     〃    〃 C 

クラブ共用室(3)     〃    〃 C 

クラブ共用室(4)     〃    〃 C 

和室 日本間及び茶道室として使用 学生・教職員共用 B（C） 

多目的室 
会議・研究会・研修会及び吹奏楽部

の練習場所として使用 
   〃 

B（C） 

研修室     〃    〃 B 

学生会室 学生会の行事等の運営に使用 学生使用 C 

倉庫 各クラブ所有の器具等収納 学生使用 C 

備 考 

使用区分欄の A・B・Cは次のとおりとする。 

A : 原則として，出入り自由の場所については，使用願の提出を要しない。 

B : 使用の都度，使用開始 2 日前までに，使用願を提出すること。ただし，茶道部が使用 

 する和室及び吹奏楽部が使用する多目的室にあっては，C の区分による。 

C : 前期の使用にあっては 3 月末日までに，後期の使用計画にあっては 9 月末日までに，  

それぞれ学生委員会の了承を得た上で，使用願を提出すること。 
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⑵ 保 健 衛 生 

 

① 保 健 室 

長い学業を続けていくには、健康については特に注意しなければなりません。学生の健康管

理のため保健室を設け救急医薬品・器具等を常備し、病気、けが等に対する応急処置や定期健

康診断や健康相談を行っています。身体に異常を生じた場合やけがをした場合等は速やかに申

し出て手当を受けるようにしてください。なお、手当等の処置は次のようになっています。 

１）病気の際の救急薬品の投薬は当日のみで以後は行いません。 

２）学校外でのけがについては治療できません。 

 

② 定期健康診断 

定期健康診断は、学校保健安全法第５条に基づき毎年４月から５月にかけて、全学生を対象

に実施されます。この目的は、学生の健康状態を知り、それらの結果に基づき病気の早期発見

及び適切な治療へと援助を行い、学生の健康の保持増進を図るものです。毎年、実施が義務づ

けられていますので、必ず受けるようにして下さい。やむを得ない理由により診断を受けられ

なかったときは、その旨、保健室へ届けて後日健康診断を受けなければなりません。 

 

③ 健康相談 

自分自身の健康状態を知り、病気を早く発見し、適切な治療を受けるため、健康のすぐれな

い人はこれを利用して、健康保持につとめてください。健康相談を受けたい人は、いつでも保

健室に申し出れば、専門医による健康相談（月５～６回）が受けられます。 

 

 

⑶ 学生生活支援室 

 

５年間の学生生活において、いろいろの困難にぶつかることがあるだろうと思います。そこで

支援室は、諸君の学生生活に伴うもろもろの悩みや個人的な諸問題（例えば、経済的な事情、勉

強と成績に対する悩み、進学・進級の悩み、健康上の悩み、就職に対する悩み、交遊関係に対す

る悩み、クラブに対する悩み等）について、相談に応じます。また、希望者は専門のカウンセラ

ーのカウセリングを受けることも出来ます。支援室では、諸君の色々な悩やみを一緒に考え、問

題解決の支援に当たりますので、気楽に利用してください。独りで思い悩まないで、相談に訪れ

てくれることを心から願っています。 

 

○相談窓口は、学生生活支援室または保健室（福利施設龍峰会館内）へ来室してください。 
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⑷ ハラスメント対策 

 

本校は、ハラスメント等の防止ならびに被害者を救済するために、独立行政法人国立高等専門

学校機構が定めるハラスメント防止ガイドラインに基づき対応しています。 

 

○ ハラスメントには… 

①セクシュアル・ハラスメント 

教職員が他の教職員、学生等又は関係者を不快にさせる性的な言動、学生等が教職員、他

の学生等又は関係者を不快にさせる性的な言動及び関係者が教職員又は学生等を不快にさせ

る性的な言動。 

②アカデミック・ハラスメント 

教員がその職務上の地位又は権限を不当に利用して他の教員又は学生等に対して行う研究

若しくは教育上又は就学上の不適切な言動。 

③パワー・ハラスメント 

教職員が職務上の地位又は権限を不当に利用して他の教職員に対して行う就労上の不適切

な言動。 

 

○ 加害者にならないために… 

・相手の人格を尊重しよう。 

・相手の立場に立って考えよう。 

・相手を性的な対象と見て、力関係で支配したり、心理的に圧迫をしてはいけません。 

 

○ 被害を受けたと思ったら… 

・相手にはっきり「NO」と言おう。 

・一人で悩まずに、気軽に相談員へ相談してみよう！ 

 

○ ハラスメントの相談窓口 

・ハラスメント相談員の他に、学生生活支援室 でもハラスメントに関する相談に応じています。 

 

○ ハラスメント相談室では… 

・ハラスメントの被害を受けた本人だけでなく、被害を受けているのを見て不快に感じた人の

相談にも応じます。 

・相談には慎重に対処し、場合によっては加害者に厳正な処分が行われます。 

・被害者のプライバシーは絶対に守ります。 

 

◯ 相談方法 

・相談は、面談、電話、手紙、メール等いずれの方法でも出来ますので、気軽に相談してくださ

い。 
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○ ハラスメント相談に関する基本的な流れ 

 

 

 

○ 八代キャンパスハラスメント相談室 

八代キャンパスハラスメント相談員（内線） 

＊番号の頭に53を付けると直通になります。 

ハラスメント相談室長 小鉢 暢夫 1248 副校長 田中 禎一 1274 

総務課長 清永 政治 1210 学務課長 鮫島 浩一 1230 

技術教育支援センター 前田 有希 1236 基幹教育部門・教授 道園 達也 1254 

基幹教育部門 ・教授 東田 洋次 1250 総務課課長補佐 野々原知香 1211 

学務課 永水 友博 1233 スクールソーシャルワーカー 赤星  睦 1238 
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⑸ 各種保険制度について 

 

１．独立行政法人日本スポーツ振興センター「災害共済給付制度」 

本校は日本スポーツ振興センター災害共済給付制度に加入していますので、学校の管理下に

おける負傷、疾病、障害又は死亡に対して給付金を受けることができます。 

学校の管理下において負傷、疾病等が発生した場合は、直ちに学務課学生係に届け出るとと

もに、給付金申請に必要な書類を保健室に提出してください。申請が遅れると請求できなくな

る場合があります。給付金の対象となる災害の範囲等については、本校 Web サイトで参照して

ください。 

 

２．学生教育研究災害傷害保険 

本校では、学生の皆さんが安心して教育研究活動ができるように学生教育研究災害傷害保険

及び学研災付帯賠償責任保険に加入しています。 

この保険は、学生が教育研究活動中に被った災害に対して必要な給付を行い、教育研究活動

の充実に資するための互助共済的な傷害保険です。 

補償の対象となる事故の範囲等については、加入の際にお配りしているしおりを参照してく

ださい。 

保険が適用されると考えられる事故が発生した場合は、直ちに学務課学生係に事故発生の日

時、場所、状況、傷害の程度を連絡してください。保険金請求に必要な書類等をお渡しします

ので、ご自身（未成年の場合は原則として親権者）で所定の期限内にご請求ください。 
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⑹ 学生運賃割引証と通学証明書 

 

① 学 割 

学生が所用による帰省、実習、就職、学校が認めた正課外の教育活動等のためにＪＲを片道

101㎞以上利用して旅行するときには、学生運賃割引証（学割）を使用して普通運賃の２割引き

を受けることができます。 

② 通学証明書 

通学定期券は、住居の最寄りの駅から学校の最寄りの駅までの区間について購入できますの

で、学生係で通学証明書の交付を受けて駅で購入してください。 

③ 不正乗車について 

この学割は、学生個人の自由な権利として使用することを前提としたものではなく、修学上

の経済的負担を軽減し、学生だけに与えられる恩典でもあるので、使用に際しては不正のない

よう特に注意してください。 

不正乗車が発覚すれば、多額の追徴金を納めるだけでなく、社会的制裁を受ける場合もあり、

更に学校全体に対し一定期間学割や通学証明書の適用が停止されることもあります。 

⑴ 他人による証明書又は乗車券の使用 

⑵ 身分証明書（学生証）の不携帯 

⑶ 区間の連続しない２枚以上の乗車券の使用 

⑷ 通用期間経過後の乗車券の使用 

⑸ その他不正乗車の手段としての乗車券の使用 

 
 

 
 

通 学 証 明 書 

学 校 種 別 
又 は 指 定 番 号 

高 専 区 分  

 

氏 名 ・ 年 齢 ・ 性 別 
男 

（  才） 
女 

住 所 ・ 電 話 番 号 
 

(   )   －           

学 科 及 び 学 年        科    学年       

学 籍 番 号  

通 学 区 間       駅   駅間(     ) 

使 用 開 始 日 及 び 有 効 期 間 
 年     月    日から 

 
１ ・ ３ ・ ６  箇月 

 

証 
 
 
明 

   年   月   日発行 

学校所在地   八代市平山新町2627 

学校名     熊本高等専門学校 

学校代表者氏名 校長 林 健司 

 
 

下記には、記入しないで下さい。 

年   月   日まで 

(発行駅) (乗車券番号) (発行年月日) 

(基本運賃) (発売運賃) (差額運賃) 
 

学 割 証 交 付 願 

 年  月  日 

 

熊本高等専門学校長 殿 

 

学割証を〔片道・往復〕交付願います。 

氏   名         （  ）才  男・女 

現 住 所                   

学生証番号   第        号 

学 年 学 科       年      科・専攻 

使 用 目 的  

 １．帰省  ２．正課教育  ３．課外教育活動 

４．就職・受験  ５．見学  ６．傷病治療 

７．保護者旅行随伴 

使 用 区 間  （     ）～（     ） 

──────────────────────── 

発行年月日           発行番号 

年   月   日          号 
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７. 図 書 館  

 

 

⑴ 熊本高等専門学校図書館利用規則 ·······························  161 

⑵ 熊本高等専門学校図書館利用の手引き(八代キャンパス) ········  164 

 

 

 

図書館では、図書、雑誌、新聞、DVD等の資料を利用できます。

閲覧室には一般図書や専門図書のほか、シラバスに掲載されてい

る参考書、科学史・技術史コレクション、資格・検定に関する図

書、進路関係図書、英語学習用の図書も配架されています。 

また、ネットワークを利用した学術情報サービスとして、CiNii

や ScienceDirect など国内外の学術情報の文献検索も提供してい

ます。  
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(1) 熊本高等専門学校図書館利用規則 
 

平成２９年１２月２６日 制定 

 平成３１年 ２月２０日一部改正 

令和７年３月１４日一部改正 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、熊本高等専門学校図書館の利用及び図書、雑誌、新聞、電子媒体資料等（以下「図

書館資料」という。）の閲覧及び貸出等に関し必要な事項を定める。 

 （利用者の範囲） 

第２条 図書館を利用できる者は、次に掲げる者及び図書館の利用を申し出た利用者とする。 

(1) 教職員（非常勤の教職員等を含む。以下同じ。） 

(2) 学生（研究生、聴講生、特別聴講学生及び科目等履修生を含む。以下同じ。） 

(3) 公開講座、研修会、説明会、研究会等の参加者 

(4) その他特に校長が認めた者 

 （開館及び休館） 

第３条 各キャンパス図書館の開館日、開館時間及び休館日については、各キャンパス図書館長が別に

定める。 

 （館内における遵守事項） 

第４条 利用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 図書資料等並びに施設、設備を破損、汚損しないこと。 

(2) 身分証等（教職員にあっては、身分証明証又はその身分を証明できるもの。学生にあっては、 

学生証又はその身分を証明できるもの。その他の者にあっては、利用者証（講習会等の参加証を

含む。））を常に携行すること。 

  (3) 館内では、静粛を旨とし、秩序を乱し又は利用者の妨害になるような行為を厳に慎むこと。 

(4) 学習用具以外は、持ち込まないこと。 

(5) 電子機器の音量は、無音にすること。 

(6) 図書館資料は、正確に元の位置に戻すこと。 

(7) 図書館職員の指示に従うこと。 

（館外貸出し） 

第５条 図書館資料の貸出しを利用する場合は、身分証等を図書館職員に提示し、必要な貸出し手続き

をとらなければならない。 

２ 次の各号に掲げる図書館資料は、図書館長が特に許可したもののほか貸出しを認めない。 

(1) 貴重図書及び特殊図書 

(2) 辞書及び辞典等の参考図書 

(3) 定期刊行物の最新号 

(4) 著作権の利用範囲を超える資料 

３ 図書館長は、次に掲げる場合において、長期の貸出しを許可することができる。 

(1) 熊本高等専門学校学則第５条第１項第３号から第６号までに定める休業の期間 

  (2) 研究及び教育上、特に常備の必要がある場合 

  (3) その他特に必要と認められる場合 
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４ 貸出した図書館資料は、利用者が責任を持って保管し、転貸してはならない。 

５ 貸出した図書館資料は、貸出期限内に返却しなければならない。 

６ 返却期限後も引き続き貸出しを希望する者は、当該資料を返却後、貸出延長を申し出るものとする。 

７ 貸出期間内であっても、図書館長から返却の請求があったときは、速やかに返却するものとする。 

８ 貸出しを受けている本校の教職員又は学生がその身分を失ったとき若しくは休職又は休学するときは、

直ちに返却するものとする。 

９ 前項の規定にかかわらず、図書館長は、研究その他特別の理由があると認められるときは、特別の措

置を設けることができる。 

（貸出要領） 

第６条 キャンパスごとの図書館資料の貸出期間及び貸出数については、各キャンパス図書館長が別に

定める。 

２ 各キャンパス図書館長は、図書延滞の利用者に対して、次の措置を講ずることができる。 

 (1) 督促の通知 

 (2) 新規貸出しの一時的な停止措置 

（他の図書館利用） 

第７条 本校の教員及び学生は、教育、研究及び学習を目的として、次の各号に従い他機関所蔵の資料

を図書館を通して利用することができる。 

  (1) 貸借及び複写の依頼は、教員のみとし、学生については、教員を通して依頼する。この場合、依頼

に必要な送料及び複写費等の必要経費は、依頼者負担とする。 

  (2) 著作権上の責任は、依頼者が負う。 

２ 一般社団法人大学コンソーシアム熊本に加盟する高等教育機関の図書館を利用する学生は、利用す

る図書館の窓口に学生証を提示する。 

（利用者からの要望等） 

第８条 利用者は、資料配架、その他改善等の要望がある場合、図書館職員へ申し出るものとする。 

（弁償責任） 

第９条 施設、設備、備品、図書館資料を故意又は重大な過失により破損、汚損又は紛失した者は、同一

又は相当の費用をもって弁償しなければならない。 

２ 図書館資料に係る著作権法、その他関係法令等の違反により生じた訴訟及び損害賠償等については、

利用者本人が一切の責任を負う。 

（罰則） 

第１０条 各キャンパス図書館長は、この規則に違反した者に対しては、図書館利用の制限、停止をするな 

どの措置を講ずることができる。 

（雑則） 

第１１条 この規則に定めるもののほか、図書館の利用に関し必要な事項は、図書館長が別に定める。 

 

   附 則 

１ この規則は、平成２９年１２月２６日から施行する。 

２ 次の規則等は、廃止する。 

 (1) 熊本高等専門学校ＩＣＴ活用学習支援センター熊本キャンパス図書館利用規則 

 (2) 熊本高等専門学校ＩＣＴ活用学習支援センター八代キャンパス図書館利用規則 
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 (3) 熊本高等専門学校熊本キャンパス図書館一般公開利用要項  

 

    附 則 

 この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

 

 附 則 

 この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
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熊本高等専門学校八代キャンパス図書館利用の手引き 

 

熊本高等専門学校八代キャンパス図書館 令和 6 年 12 月 5 日制定 

                              令和 8 年２月９日一部改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 特 色 】 
 

熊本高等専門学校図書館は、所蔵資料を長期的な視野に立ち計画的に整備することにより、本校の

学生・専攻科生の学習、研究及び教職員の教育、研究に寄与し、また一般市民の生涯学習に対しても

支援を行うことになっています。この趣旨に基づいて本校では学習及び教育研究の基盤となる蔵書を

構築するため、以下の資料を受け入れています。 
 

(1) 学 生 用 図 書 ： シラバス掲載参考図書およびその他学習に必要な学術図書、一般教養図書 

(2) 研 究 用 図 書 ： 教員の教育・研究に必要な図書 

(3) 参 考 図 書 ： 百科事典、各国語辞書、年鑑、便覧、白書、ハンドブック、地図等 

(4) 逐 次 刊 行 物 ： 学術雑誌、一般雑誌、新聞等 

(5) 電子的情報資料 ： 電子ジャーナル等 

(6) 音響・映像資料 ： ＣＤ、ＤＶＤ等 

(7) 特殊コレクション ：  特定の主題に沿って収集されたもので、学術的価値が高い資料 

 

【 利 用 上 の 心 得 】 
 

  図書館の利用にあたっては、次のことを必ず守ってください。守らないときには、退館を命ずることが 

あります。 

（1） 図書は他の利用者が探しやすいように、必ず元の位置に戻してください。 

 （2） 館内では常に静粛にし、他人の迷惑にならないように心掛けてください。 

 （3） 館内の秩序は乱さないようにしてください。 

 （4） 館内に飲食物を持ち込まないでください。ただし蓋つき容器での水分補給は可能です。 

 （5） 図書・器具及び設備等を汚損しないように心掛けください。 

 （6） 図書は大切に取扱い、頁を切り取ったり書込みをしたりしてはいけません。 

 （7） 図書を無断で持ち出さないでください。 

 （8） 図書館では携帯電話、スマートフォン等での通話は使用しないでください。 

【 図書館棟 2 階案
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 （9） 図書館係員(以下「係員」という)の指示には従うようにしてください。 

【 開 館 日 ・ 開 館 時 間 】 
 

区分 曜日・日時等 

開館日 
月曜日から金曜日の午前８時３０分から午後６時３０分まで 

（ただし、長期休業中は午後５時まで） 

休館日 

(1) 土曜日、日曜日及び、祝日法による休日 

(2) 年末・年始の校長が定める日 

(3) その他の臨時休館日 

* 一般の方については、定期試験の開始日 2 週間前及び期間中は利用できません。 

* 最新の開館情報については、学内掲示及び本校ホームページから、確認してください。 

* 臨時休館又は開館時間変更の場合は、ホームページ等でその都度お知らせします。 

 

【 図 書 の 貸 出 等 】 
 

(1) 貸 出 

借りたい図書に学生証を添えて、図書係員に申し出てください。 

貸出図書は、借用者が保管の責任を負い、他に転貸してはいけません。  
 

≪貸出の冊数・期間≫ 

貸出区分 利用者区分 貸出期間 貸出点（冊）数 備考 

一般貸出 

教職員及び、 

５年生以上の学生 
１か月 

５点（冊） 

以内  

 

 

 

※1 研究貸出の

冊数を含む。 

 

 

※2 教育および

研究に必要な図

書館資料に限る。  

４年生以下の学生 ２週間 

一般利用者 ２週間 

長期貸出 教職員及び、学生 

学則第５条３号～６

号に規定する休業

期間と前後１週間 

１０点（冊） 

以内 ※1 

研究貸出 
教職員及び、 

５年生以上の学生 
１か月 

５点（冊） 

以内 ※2 

特別貸出 

教 員 

制限なし 制限なし 
学生の実験又は、実習の

指導を補助する職員 

 

（２） 閲 覧  

ア  閲覧室の資料は、自由に館内で利用することができます。 

  イ  閉架図書（書庫）の利用は図書係員に申し出てください。 

ウ  図書を探す方法 

1)  図書は概ね日本十進分類法(NDC)に従い配架されています。 
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2)  NDC の類目表（第 1 次区分表; 3 桁目の 100 番台)は以下のとおりです。 
 

0 総記 （図書館、図書、百科事典、一般論文集、逐次刊行物、団体、ジャーナリズム、叢書） 

1 哲学 （哲学、心理学、倫理学、宗教） 

2 歴史 （歴史、伝記、地理） 

3 社会科学 （政治、法律、経済、統計、社会、教育、風俗習慣、国防） 

4 自然科学 （数学、理学、医学） 

5 技術 （工学、工業、家政学） 

6 産業 （農林水産業、商業、運輸、通信） 

7 芸術 （美術、音楽、演劇、スポーツ、諸芸、娯楽） 

8 言語 

9 文学 
 

   ３） 読みたい図書が見つからないときには、現在貸出中やそれ以外のところに配架されているこ 

と等が考えられますので、検索用パソコンで検索してください。館外からは本校ホームページ： 

http://www.kumamoto-nct.ac.jp/ から"OPAC"で検索できます。 
 

４） 本キャンパス以外の図書館を利用することもできますので、係員に相談してください。 
 

（３） 予 約  
希望する図書がすでに貸出されているときは、予約申込みができます。  

希望図書が返却され次第、優先的に利用することができます。  
 

（４） 更 新  
予約申込みのない図書に限り、貸出期間を 1 回に限り延長することができます。  

更新（貸出期間の延長）を希望するときは、返却期限内に、貸出中の図書を持参の上、係員に申し 

出てください。 
  

（５） 返 却 

   貸出期間内またはカウンターに示された期限日までに返却してください。閉館しているときは入り口 

横のブックポストをご利用ください。 

   ア 貸出期間内に返却しなかった者は、返却するまで新たな貸出はできません。また、返却期限日 

から３０日以上過ぎて返却された場合は、返却後３０日間は貸出しが停止されます。 

   イ 卒業や退学・休学する場合には、速やかに貸出図書を返却してください。 
     

（６） 貸出できない図書 
貸出しできない図書には、貴重図書・特殊図書、辞書・事典等の参考図書・新聞・雑誌・視聴覚資料、 

禁帯出ラベルが貼ってあるものや新着の雑誌等があります。 
 

（７） 督 促  

貸出期間を一定期間超過した場合は、メール等での督促を行います。また、担任へ連絡し返却指導 

を行ってもらう場合があります。 
 

（８） 責 任  

図書を汚損、あるいは紛失したときは、原則として同一の図書を弁償する責任があります。  
 

（９） 利用質問（レファレンスサービス）  

カウンターでは、図書館の利用案内や、資料や情報の探し方についての質問に応対しています。 
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気軽にカウンターまでお尋ねください。  
 

（10） 希望図書購入  
所蔵していない図書の購入を希望する場合、所定の用紙等に記入して申込んでください。 

ただし、予算等の都合により希望に添えないこともあります。 

また提出に際しては、以下の点に留意してください。 

 ア 希望者が複数で、本校の学習、教育、研究にとって必要と認められるものを優先します。 

 イ まんが、コミック、ライトノベル類は英語版、技術系、純文学以外は原則受付けません。 
 

（１１） 他図書館との相互利用  
「高等教育コンソーシアム熊本」の申し合わせにより、熊本県内の大学及び高専の図書館へは学生 

証を提示すれば入館できます。閲覧・複写（有料）ができますが、詳細は各館の利用規定に従ってく 

ださい。 ただし、一般の方はご利用いただけません。 
 

（12） 書 庫 
書庫１層と２層には、利用頻度の低い図書、製本雑誌等が所蔵されています。書庫所蔵の図書を利 

用したいときは、係員に申し出てください。 
 

(13) 要 望 等 
    その他ご意見、ご要望があるときは、Teams の『ご意見箱』をご利用ください。 

 

 【 グループ学習室及び個別学習室の利用方法 】 
 

本学の学生および教職員が、グループによる学修・研究等を目的として利用することができます。 

（外部の方・一般の方のグループ学習室・個別学習室のご利用はお控えください。） 
 

（1） 部屋の種類 
ア グループ学習室は定員 8 名です。 

イ 個別学習室①は定員 12 名です。２人掛けの机席が６台あります。机は移動できません。 

ウ 個別学習室②は定員 7 名、③④は定員 4 名です。各室移動できるテーブルを配置していますの

で、レイアウトを変更して使用することができます。ただし、テーブル等を移動して、使用された場

合は、元に戻して退室してください。 

    エ 自学自習している方や本を読んでいる方の迷惑にならないようなグループ学習等をお願いしま 

す。大きな声でのディスカッション等はご遠慮ください。 
 

（2） 使用方法 

ア 部屋を使用する際には、カウンターにて手続き（「個別学習室/グループ学習室 利用簿」に記入 

のうえご利用ください。 

イ 利用は ひとり １日１回、１コマまで の使用が可能です（他に使用する人がいない場合には１回

に限り延長もできます）。 

ウ 利用時間は、１コマ（下の時間）毎となります。 

• １ 限  目  ：   ８：５０ ～ １０：２０ 

• ２ 限  目  ：  １０：３０ ～ １２：００ 

• 昼 休 み  ：  １２：００ ～ １３：００ 

• ３ 限  目  ：  １３：００ ～ １４：３０ 

• ４ 限  目  ：  １４：４０ ～ １６：１０ 
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• 放課後等  ：  １６：２０ ～ 退館準備時間まで 
エ いずれの部屋も、机・椅子・テーブル・ホワイトボード等を移動して使用された場合は、元に戻して 

退室してください。備品の貸出を受けたものは、併せてカウンターまで返却ください。 

オ 飲食は禁止です。（ただし、蓋つきの容器での水分補給のみ可能です。ゴミはお持ち帰りくださ

い。） 

カ 上記のことが守れない方は、退室していただくこともありますので、よろしくお願いいたします。 
 

（３） 予 約 
ア 当日分のみ予約できます。 予約の時間から５分経っても入室されない場合には自動的にキャン 

セルとなります。 

イ 図書館カウンターで「グループ学習室/個別学習室 利用簿」に記入して申し込んでください。 

    ウ 予約を取り消す場合は、必ずカウンターまでご連絡ください。 
 

（4） 備 品 

ホワイトボードがあります。他に延長コード等備品貸出希望の際は、カウンターまでお申し出ください。  

 

【 そ の 他 】 
 

〇学外の方のご利用 

貸出時には身分証明ができるもののご提示をお願いします。  

  *個人情報の取扱いについては、図書貸出の督促以外は利用及び第三者への情報提供は行いません。 

また、個人情報の安全管理には、細心の注意を払います。 

〇図書館は、バリアフリー対応施設です。 
 

○事務室(学術情報係) 

図書の貸出・返却を行うほか、図書や文献検索の相談に応じる等のサービスを行っています。 

≪問い合わせ先≫ 〒866-8501  熊本県八代市平山新町 2627   TEL： 0965-53-1213  
 

【 閲 覧 室 マ ッ プ 】 
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８．情報教育セキュリティセンター 

 

 

(1) 熊本高等専門学校情報セキュリティ学生規則 ················· 170 

(2) 熊本高等専門学校情報教育セキュリティセンター利用の手引き･･ 174 

 

 

 

情報教育セキュリティセンターは、本校のコンピュータやネッ

トワークに関連する授業や研究を支援するための施設より構成さ

れています。  

情報教育セキュリティセンターが管理する無線 LAN をはじめと

する基幹ネットワークは学内の様々な施設を結ぶ学内 LAN、イン

ターネットなどの情報ネットワークの拠点になっています。そし

て、演習室にはパソコンが設置されていて、学生の皆さんの勉強

に利用することができます。  
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熊本高等専門学校情報セキュリティ学生規則 

 

平成２４年１１月２０日制定 

平成２６年２月１８日一部改正 

平成３１年２月２０日一部改正 

令和５年２月６日一部改正 

令和７年３月１４日一部改正 

 

（目的） 

第１条 この規則は，本校における情報セキュリティの維持向上のために本校の学生が遵守すべ

き事項を定めるものである。 

（定義） 

第２条 この規則における用語の定義は，独立行政法人国立高等専門学校機構サイバーセキュリ

ティポリシー対策規則（機構規則第９８号）別表及び独立行政法人国立高等専門学校機構サイ

バーセキュリティポリシーに係る情報格付規則（機構規則第９９号）の定めるところによる。 

（適用範囲） 

第３条 この規則は本校内で学生が使用する情報システム（学生個人が所有する情報システムを

含む。）を対象とする。 

（一般的遵守事項） 

第４条 本校の学生は，情報セキュリティ関連法令，独立行政法人国立高等専門学校機構の基本

方針及び実施規則を遵守しなければならない。  

（一般的禁止事項） 

第５条 本校の学生は，次の各号に掲げる行為及びこれらを助長する行為を行ってはならない。 

(1) 差別，名誉毀損，誹謗中傷，人権侵害及びハラスメントにあたる行為 

(2) 個人情報やプライバシーを侵害する行為 

(3) 守秘義務に違反する行為 

(4) 著作権等の知的財産権や肖像権を侵害する行為 

(5) 公序良俗に反する行為 

(6) 本校の社会的信用を失墜させるような行為 

(7) ネットワークを通じて行う通信の傍受等，通信の秘密を侵害する行為 

(8) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律（平成１１年法律第１２８号）に定められたアク

セス制御を免れる行為又はこれに類する行為 

(9) 過度な負荷等により円滑な情報システムの運用を妨げる行為 

(10) その他法令に基づく処罰の対象となる又は損害賠償等の民事責任を発生させる行為 

（本校の情報システムの利用に係わる禁止事項） 

第６条 本校の学生は，次の各号に掲げる行為を行ってはならない。 

(1) 本校の教育研究以外の目的で本校の情報システムを利用すること及び利用資格のない者に

利用させること。 
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(2) 学校管理下のシステムにおいては，情報セキュリティ管理者の許可を得ることなしに，新

たにソフトウェアをインストールすること及びコンピュータの設定の変更を行うこと。 

(3) 担任，学科長，科目担当教員，指導教員又は寮務委員（以下「関連教員」という。）を通し

て情報セキュリティ推進責任者の許可を得ることなしに，新たにコンピュータシステムを本

校内に設置すること及び本校のネットワークに接続すること。 

(4) 関連教員を通して情報セキュリティ推進責任者の許可を得ることなしに，情報公開を行う

こと。 

(5) 本校内通信回線と本校外通信回線を接続すること。 

(6) ネットワーク上の通信を監視する又は情報システムの利用情報を取得すること。 

(7) 本校の情報システムのセキュリティ上の脆弱性を検知すること。 

２ ファイルの自動公衆送信機能を持ったP2Pソフトウェアについては，利用してはならない。 

（ユーザーIDの管理） 

第７条 本校の学生は，本校の情報システムに係わるユーザーIDについて，次の各号に掲げる事

項を遵守しなければならない。 

(1) 自分に付与されたユーザーID以外のユーザーIDを用いて，本校の情報システムを利用しな

いこと。 

(2) 自分に付与されたユーザーIDを他者が情報システムを利用する目的のために付与又は貸与

しないこと。 

(3) 自分に付与されたユーザーIDを，他者に知られるような状態で放置しないこと。 

（主体認証情報の管理） 

第８条 本校の学生は，本校の管理区域・安全区域への入退場又は本校の情報システムの利用認

証に係わる主体認証情報について，次の各項に掲げる事項を遵守しなければならない。 

２ パスワード認証について，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 他者に知られないようにすること。 

(2) 他者に教えないこと。 

(3) 容易に推測されないものにすること。 

(4) パスワードを定期的に変更するように定められている場合は，その指示に従って定期的に

変更すること。 

３ 生体認証について，本人の情報システム利用目的以外に使用しないこと。 

４ 第２項及び前項の主体認証情報が他者に使用され又はその危険が発生した場合は，本校の学

生は直ちに関連教員を通して情報セキュリティ推進責任者及び情報セキュリティ副責任者にそ

の旨を報告しなければならない。 

（情報システムの取扱と注意事項） 

第９条 本校の学生が情報システムを利用する場合は，「情報システム ユーザガイドライン」

に従って取り扱い，当該情報システム及び扱う情報を適切に保護しなければならない。 

第１０条 本校の学生は，自己の管理する情報システムについて，情報セキュリティの維持を心

がけるとともに，次の各号に掲げる対策を講じなければならない。 

(1) アンチウィルスソフトウェアを導入し，ウィルス感染を予防できるよう努めること。 
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(2) インストールされているOSやアプリケーションソフトの脆弱性が通知された場合は，速や

かに当該ソフトウェアのアップデートを実施するか，代替措置を講じること。 

(3) 自己の管理する情報システムの第三者による不正な遠隔操作を予防するための対策を講じ

ること。 

(4) 無許可で利用されることがないように，部屋に施錠する，アクセス制限をかける等の対策

を講じること。 

２ 前項以外の情報セキュリティ対策については，別に定める「情報システム ユーザガイドラ

イン」によるものとする。 

（電子メールの利用） 

第１１条 本校の学生が電子メールを利用する場合は，「情報システム ユーザガイドライン」

に従うと共に，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 不正プログラムの感染，情報の漏えい及び誤った相手への情報の送信等の脅威に注意する

こと。 

(2) 学修及び学生生活に必要なこと以外での通信を行わないこと。 

(3) 電子メール使用上のマナーに反する行為を行わないこと。 

（ウェブの利用） 

第１２条 本校の学生がウェブブラウザを利用する場合は，「情報システム ユーザガイドライ

ン」に従うと共に，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 不正プログラムの感染，情報の漏えい及び誤った相手への情報の送信等の脅威に注意しな

ければならない。 

 (2) 学修及び学生生活に必要なこと以外でのウェブの閲覧を行わないこと。 

（本校支給以外の情報システムからの利用及び本校支給以外の情報システムの持込） 

第１３条 本校の学生が本校支給以外の情報システムから公開ウェブ以外の本校情報システムへ

アクセスする場合又は本校支給以外の情報システムを利用し本校の教育を受ける場合又は研究

を行う場合は，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 事前に関連教員を通して情報セキュリティ推進責任者に報告すること。 

(2) 利用する当該情報システムには，可能な限り強固な認証システムを備えること。 

(3) 当該情報システムに可能な限りアンチウィルスソフトウェアをインストールし，最新の

ウィルス定義ファイルに更新すること。 

(4) 当該情報システムを許可された者以外に利用させない措置を講ずるとともに，不正操作等

による情報漏えい及び盗難防止に注意すること。  

(5) 当該情報システムで動作するソフトウェアがすべて正規のライセンスを受けたものである

こと。 

（物理的入退場管理） 

第１４条 本校の学生は，物理的セキュリティについて，次の各号に掲げる事項を遵守しなけれ

ばならない。 

(1) 本校の敷地及び建物内では，学生証を携帯すること。 

(2) 実験室，研究室及びその他本校の情報資産を有する部屋を無人にする場合は，施錠するな
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ど安全対策を講じること。 

(3) 立入り権限のない敷地及び建物内には立入らないこと。 

（情報セキュリティ対策教育の受講義務） 

第１５条 本校の学生は，「情報セキュリティ教育実施手順」に従って，情報セキュリティ教育

を受講しなければならない。 

（情報セキュリティインシデントの発生時における報告と応急措置） 

第１６条 本校の学生が情報セキュリティインシデント（以下「インシデント」という。）を発

見したときは直ちに教職員にその旨を報告しなければならない。 

２ 前項の場合において，次の措置をとるものとする。 

(1) 当該インシデントが発生した際の対処手順の有無を確認し，当該対処手順を実施できる場

合は，その手順に従うこと。 

(2) 当該インシデントについて対処手順がない場合又はその有無を確認できない場合は，その

対処についての指示を受けるまで被害の拡大防止に努めるものとし，指示があった時はその

指示に従うこと。 

 

 

附 則 

この規則は，平成２４年１１月２０日から施行する。 

附 則 

この規則は，平成２６年２月１８日から施行する。 

附 則 

この規則は，平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和５年２月６日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和７年４月１日から施行する。 
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（２） 熊本高等専門学校情報教育セキュリティセンター利用の手引き 

 

熊本高等専門学校（以下、本校）の情報教育セキュリティセンター（以下、センター）では、以下のよう

に関連の施設設備が用意されています。本手引きをよく読み、学習・研究等に活用してください。 

 

１． 利用目的 

熊本高等専門学校情報教育セキュリティセンター規則第２条の定める目的に従い利用してください。 

（熊本高等専門学校情報教育セキュリティセンター規則第２条） 

センターは、本校における ICT基盤を整備し、ICT教育及び研究を行い、もって情報セキュリティの

保全及び学生教育並びに教員の研究活動の充実を図ることを目的とする。 

 

２． 関連施設設備 

センターには以下の関連施設設備が用意されています。 

(1) 熊本キャンパスの演習室等 

ICTホール、メディア制作スタジオ、ICT演習室 

(2) 八代キャンパスの演習室等 

ICT演習室、STEAM1、STEAM2 

(3) 基幹システム 

1) 基幹ネットワークと基幹サーバ（DNSサーバ、Webサーバ、ファイルサーバ等） 

2) 学術情報ネットワーク(SINET)を経由して、インターネットに接続 

3) 高専機構と Microsoft社の包括契約により、Microsoft365が利用可能 

4) e-Learningシステムとして、高専機構全体の WebClassが利用可能 

 

３． ユーザーID 

ユーザーIDとパスワードは自分が自分であることを示すための非常に大切な情報です。適切に管理

するようにしてください。ほかの人に自分のユーザーIDとパスワードを教えることや、教えてもらう

ようなことをしてはいけません。自分がログイン（ログオン、サインイン等）をしている機器をほか

の人に操作をさせることも望ましくありません。もし、ユーザーID とパスワードが盗まれた場合は、

他人になりすまされ、社会的な信用失墜や経済的な損失を被る可能性があります。 

パスワードは、高専機構のパスワード設定基準にしたがって設定及び更新をしてください。なお、

ユーザーIDとパスワードは、サービスごとに個別のものを利用するものと、統一認証システムを利用

するものがあります。それぞれの利用開始に当たって、担当者からの説明がありますので、適切なユ

ーザーIDとパスワード等の管理を行ってください。 

(1) 本校所属の学生及び教職員のユーザーID申請 

特に個別の申請は不要です。担当部署とセンターが情報共有し、センターがユーザーIDを決定し、

通知します。 

(2) 公開講座、研究会等の一時的利用者のユーザーID申請 

担当教職員が利用者情報や利用期間等の必要情報を示して、必要となる 1 週間前までにセンター

にユーザーID の申請をしてください。センターがユーザーID を決定し、担当教職員に通知しま

す。 

 

４． 基幹ネットワークへの機器の接続 

センターが別に示している手順にしたがって機器の接続をして利用してください。情報セキュリテ

ィ管理の都合から、誰が使用している機器であるかが明確に管理されている必要があります。 
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５． 利用可能時間 

基幹ネットワークは基本的に 24時間 365日で利用可能です。ただし、教育機関としての目的上、時

間帯や利用量、通信相手に対する制限をかけることがあります。また、システムメンテナンス等が実

施される時には利用できないことがあります。 

演習室等の利用は、通常は平日午前 8時 30分から午後 5時までですが、学生の自学自習のために終

了時間を延長して利用できるように対応しています。ただし、季節や長期休暇などの利用終了時間等

の変更や試験期間中の休日利用可能とすることもあります。およその利用可能時間は表 1 のようにな

っていますが、詳細については、別に掲示等で示されますので利用に当たっては確認するようにして

ください。なお、休日等の利用は、科目等担当の教職員の管理のもとで利用可能です。あらかじめ担

当部署に相談をしてください。 

 

６． 利用申請 

演習室等の利用は、後述する個別の制約等を参照のうえ、表 2 の担当部署に必要な申請等を行って

ください。ただし、利用可能時間帯中に解放されている演習室については授業で使用されている場合

を除き、利用可能です。時間割で設定されていない時間帯に占有して補講や課外活動等で利用したい

場合は担当部署に申請をしてください。 

 

７． 利用上の注意 

機器やネットワークに関して、何らかの異常等に気づいたときは速やかにセンターに連絡をするよ

うにしてください。ウィルス感染等を含む緊急の場合は、メール等の利用よりも電話等による連絡の

ほうがよい場合があります。 

ここでは全般的な注意事項を示しますが、施設設備によっては独自の制限事項があり、別に示され

ますのでその指示に従ってください。なお、一般的に、制限されることが当然の事項については明示

されていないものもあります。自分の行為について、結果として何が起きるかを想像する力と、倫理

として自らを律する力を身につけるようにしてください。判断がつかない場合、センターや周囲に相

談をするようにしてください。 

(1) 情報セキュリティ 

センター管理の施設設備は、情報セキュリティの都合から、利用状況を監視しています。利用目

的に合っていない利用、不正利用など関係法令に違反する利用、公序良俗に反する利用等が発見

された場合は、利用停止や学校処分、公的機関による処罰等が行われる可能性があります。 

コンピュータウィルス等のマルウェア感染、情報流出、架空請求、なりすましなど、何らかの異

常を発見した時は、すみやかに、被害拡散の防止と現状保全のうえ、センターへ連絡をしてくださ

い。 

各種情報へのアクセスは、アクセスが許可されているものに限ります。許可されていない情報

へのアクセスを試みたりしてはいけません。もし、アクセス権がないはずの情報へのアクセスが

できてしまった場合、速やかにセンターに連絡をするようにしてください。 

(2) 著作権 

インターネット上に公開されている情報であっても、通常、著作権放棄はされていません。著作

権法にしたがい適切な利用を行ってください。違反内容によっては、非常に高額な損害賠償責任

が生じる可能性があります。著作物等について、違法なアップロードとともに、違法と知りながら

ダウンロードすることも処罰対象ですので注意してください。 

 

(3) ネットワーク 

本校のネットワークは全世界に接続されています。間違った利用は本校の学生・教職員に迷惑
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をかけるだけでなく、全世界の人々に迷惑をかける場合があります。また、自分自身が事件・事故

等の被害にあう可能性もあります。 

ネットワークに各種の機器を接続する場合は、コンピュータウィルス等のマルウェアに感染し

ないように十分な対策をしたうえで、センターが別に指定している条件と方法で利用してくださ

い。 

学生が研究室や課外活動等で利用する場合は、担当の教職員の指示にしたがい、適切な利用を

心がけてください。 

個人所有の機器を接続する場合、異常等がないかを確認しながら利用してください。  

(4) Web、メール、SNS等の利用 

インターネット上の情報には正しい情報もありますが、残念ながら間違った情報や悪意を持っ

た情報があります。信頼できるサイトかどうかの確認、ほかのサイトの情報と比較などを行い、間

違った情報を利用しないようにしてください。また、本人の発信したものではない、いわゆる「な

りすまし」の場合もありますので注意しましょう。 

メールでは、原則としてテキスト形式のみを利用するように設定をしてください。HTML 形式等

のメタ情報を含むメールは添付ファイルが付属するため、情報セキュリティの都合から受け取り

を拒否する組織もあります。相手に送る必要がある添付ファイルについてもリンク情報として送

ることができないかを検討してください。また、自分に添付ファイルやリンク情報付きメールが

送られてきた場合は、コンピュータウィルス等のマルウェアの可能性があるため、本当に正しい

相手から届いたのかの確認をするようにしてください。そして、なりすました送信者の場合もあ

りますので、注意してください。 

SNS(Social Networking Service)等においても適切な利用を心がけましょう。メールも同様に

文字が中心のコミュニケーションになります。そのため、相手と面と向かっての会話と違い相手

の表情や声音などの情報が欠落します。ちょっとした冗談の発言のつもりが相手を怒らせてしま

うなど、自分の意図が伝わりにくくなります。自分の発言は慎重に、相手の発言には寛容を旨とし

ましょう。故意に他人を誹謗中傷することも当然、禁止です。 

本校のメールアドレスを利用して、学外の各種サービスやメーリングリスト等に登録している

場合は、本校のユーザーIDの利用が停止される前までに登録解除をしてください。 

(5) 演習室等 

演習室等は、共用施設であることを意識し、常に整理整頓及び清掃を心がけ、ゴミは持ち帰るよ

うにしてください。 

利用する機器は、精密機器であり、電子回路によって構成されています。そのため、室内は原則

として飲食禁止です。例外として蓋つきのペットボトル等を水分補給のために持ち込むことは認

められますが、必要時以外はカバン等にしまうようにしてください。ホチキスの針などの小さな

金属や消しゴムのカス、ほこり等も機器の故障につながる可能性がありますので扱いに注意して

ください。 

退出時には窓の施錠、消灯、使用したシステムの電源のオフ、忘れ物がないかなどの確認をする

ようにしてください。なお、出入口の施錠等が求められている部屋においては、指示にしたがって

施錠及び鍵の返却を行ってください。また、以下の事項についても注意してください。 

(1) 公序良俗に反する有害情報を含んだサイトを故意に閲覧してはいけません。 

(2) 施設設置のパソコンにソフトウェアをインストールしてはいけません。 

(3) 教育･研究に関係のないファイルを、割り当てられた個人用のディスク領域内に保存してはい

けません。 

(6) その他全般的な事項 

センターからの連絡や掲示等に注意し、指示にしたがうこと。 

指導教職員の指示にしたがうこと。 
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スリッパに履き替えるようになっている部屋は、スリッパに履き替え、靴やスリッパ等は下駄

箱に整頓すること。 

 

８． 個別の制約等 

(1) ICTホール － 熊本キャンパス 

学生が使用を希望する場合は、原則として、指導教員の許可を得て、使用予定日の 7 日前まで

に施設・設備等使用願を学生課学生支援係に提出し、校長の許可を得る必要があります。使用の

取り消しや使用内容の変更は、学生課学生支援係に申し出てください。 

(2) メディア制作スタジオ － 熊本キャンパス 

教職員の指導のもとで利用が可能です。メディア制作スタジオで管理している備品類をやむを

得ず外部へ持ち出す必要があるときは，メディア制作スタジオ備品持出願を総務課研究・社会連

携係（以下「研究・社会連携係」という。）に提出し，校長の許可を得る必要があります。 

（3）ICT演習室 － 熊本キャンパス 

教職員の指導のもとで利用が可能です。教職員は事前に設備予約システムから予約を行ってく

ださい。 

（4）ICT演習室、STEAM1、STEAM2 － 八代キャンパス 

授業で利用されている場合を除き、利用可能です。 

 

 

表１ 演習室等の利用可能時間 

利用場所 利用可能時間 

(熊本キャンパス)  

ICT ホール 教職員による申請 

メディア制作スタジオ 部活動等の活動時間内に限る 

ICT 演習室 教職員による申請 

(八代キャンパス)  

ICT 演習室 

STEAM1 

STEAM2 

平日 8:30～18:30 

長期休暇中は 17:00 まで 

備考：本校の休業日は利用できません。 

 

表２ 演習室等の利用申請先 

利用場所 学生 教職員 

(熊本キャンパス)   

ICT ホール 学生支援係 設備予約システム 

メディア制作スタジオ 研究・社会連携係 研究・社会連携係 

ICT 演習室 指導教職員 設備予約システム 

(八代キャンパス)   

ICT 演習室 

STEAM1 

STEAM2 

指導教職員 設備予約システム 

備考：本校が主催する公開講座、研修会、研究会以外において、教職員及び学生以外が利用 

する場合は、事前に施設・設備等使用願を提出し、許可を得ることが必要です。 
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９．学生会、クラブ活動 

 

⑴ 熊本高等専門学校八代キャンパス学生会会則  ·············  179 

⑵ 熊本高等専門学校八代キャンパス学生会細則  ·············  186 

⑶ 八代キャンパスにおけるクラブ活動に関する申合せ  ·······  190 

⑷ 令和８年度クラブ顧問一覧  ·····························  193 

 

学生会は、学生全員をもって構成され、学校の教育指導方針の

下において、特に課外教育の分野で、学生の健全なる活動の育成

と人間形成の助長をめざすことを目的として運営されています。 

学生は、文化系・技術系・体育系のクラブに積極的に参加し、

顧問教官と密接な接触のもと、自発的な活動を通じて心身を鍛練

し、互いに理解を深め、協力しあう温かい人間関係を作って下さ

い。 
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(１) 熊本高等専門学校八代キャンパス学生会会則 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、熊本高等専門学校八代キャンパス学生会(以下「学生会」という。)と称する。 

 （目的） 

第２条 学生会は、熊本高等専門学校（以下「本校」という。）の教育指導方針に基づき、学生の健全なる活

動を図り、人間形成を助長して高等専門教育の効果の達成に資することを目的とする。 

 （目標） 

第３条 学生会は、前条の目的を実現するために、次の各号に掲げる目標の達成に努めるものとする。 

(1) 学生生活を楽しく豊かで、規律正しいものにし、よい校風をつくる。 

(2) 健全な趣味と豊かな教養を養い、個性を伸長する。 

(3) 心身の健康に努め、余暇を有効に利用する。 

(4) 学生会の活動に参加して協調性を育成し、民主的に行動する態度を養う。 

第４条 学生会の活動を行うに当たっては、法令、学則、学生準則その他学校の定める諸規則を遵守し、学

校の秩序を乱すようなことがあってはならない。 

 （会員） 

第５条 学生会は、本校八代キャンパスの学生からなる会員（専攻科生を除く。以下同じ。）で構成され、学

生は入学と同時に学生会の会員となる。 

第６条 会員は、指定の日までに定められた会費を納入しなければならない。 

第７条 学生会に、指導教員を置く。 

第８条 指導教員は、学生主事の統轄のもとに、役員会の活動の指導に当たるものとする。 

第９条 規則の制定、改廃並びに毎年度の事業計画及び収支予算案等、学生総会及び評議会の議決を必要と

する事項は、あらかじめ学校の承認を得るものとし、事業報告及び収支決算は、学校に報告しなければな

らない。 

 

第２章 組織 

 （学生会組織） 

第１０条 学生会に、次の組織を置く。 

(1) 学生総会 

(2) 評議会 

(3) 役員会 

(4) 部 

(5) 同好会 

(6) 学級会 

(7) 選挙管理委員会 
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(8) 会計監査委員会 

(9) 高専祭実行委員会 

 

 （学生総会） 

第１１条 学生総会（以下「総会」という。）は、学生会の最高議決機関であり、会員は出席する義務を負う。 

２ 総会は、次の各号に掲げる事項を審議し、決定する。 

(1) 本会の事業計画に関すること。 

(2) 本会の予算及び決算に関すること。 

(3) 本会の会則の制定及び改廃に関すること。 

(4) 評議会が必要と認めたこと。 

第１２条 総会は、定期総会及び臨時総会とする。 

２ 定期総会は年２回開催する。 

３ 臨時総会は、評議員総数の２分の１以上が必要と認めたとき、または会員総数の３分の１以上が必要と

認めたときに開催する。 

第１３条 総会は、会長がこれを招集する。 

２ 総会の開催期日、会場及び議題は、総会開催日の５日前までに、公示により行うものとする。 

第１４条 総会は、会員総数の３分の２以上の出席数をもって成立する。 

第１５条 総会の議長及び副議長は、第１８条に規定する評議員及び第２３条に規定する役員以外の会員の

中から、評議会が選出した者をもって充て、任期は１年とし、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終了

する。 

第１６条 総会における議決は、出席会員の過半数を持って成立する。ただし、賛否同数のときは、議長の

決するところによる。 

 

第３章 評議会 

 （評議会） 

第１７条 評議会は、総会の代行議決機関として、学生会の運営に関する重要な事項を審議する。 

２ 評議会は、次の事項について審議・議決する。 

(1) 学級から提出された事項 

(2) 学生会役員会から提出された事項 

(3) 選挙管理委員会から提出された事項 

(4) 予算案及び決算案 

(5) 会計監査委員から提出された事項 

(6) 総会に提出する事項 

(7) 学校に対する要望事項 

(8) 本会の会則に付随する細則の制定及び改廃 

(9) その他必要と認められる事項 
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第１８条 評議会は、評議員によって構成し、各学級委員長をもって充てる。 

２ 評議員は、第２３条に規定する役員を兼任することができない。 

第１９条 評議会は、定期評議会及び臨時評議会とする。 

２ 定期評議会は毎月１回開催し、臨時評議会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

(1) 会長の要請があったとき。 

(2) 評議会議長が必要と認めたとき。 

(3) 評議員総数の３分の２以上が必要と認めたとき。 

第２０条 評議会に、評議員の互選による議長及び副議長を置き、任期は１年とし、４月１日に始まり、翌

年３月３１日に終了する。 

２ 議長は、評議会を代表し、必要あるときは評議会を開催し、会務を統轄する。 

３ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるときは、その任務を代行する。 

第２１条 議長は、評議会を招集する。 

２ 評議会の開催期日、会場及び議題は、評議会開催日の３日前までに、公示により行うものとする。 

第２２条 評議会は、評議員総数の３分の２以上の出席によって成立する。 

２ 評議会における議決は、出席評議員の過半数をもって成立する。ただし、賛否同数のときは、議長の決

するところによる。 

 

第４章 役員会 

 （役員会） 

第２３条 役員会に、次の第１号から第３号までに掲げる役員及び第４号から第１３号に掲げる局を置く。 

(1) 会長 

(2) 副会長  

(3) 議長 

(4) 書記局 

(5) 総務局 

(6) 会計局 

(7) 体育局 

(8) 文化局 

(9) 環境局 

(10) 風紀局 

(11) 広報局 

(12) 渉外局 

(13) 高専祭局 

２ 前項第４号から第１３号までに規定する局に、次の各号に掲げる役員を置く。 

(1)局長 

(2)副局長 
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(3)局員 

３ 第１項第１号及び第２号に規定する役員（以下「会長等」という。）は、選挙管理委員会の管理のもと、

全会員により実施する直接選挙によって選出する。ただし、第２５条第３項の事由が生じた場合はこの限

りではない。 

４ 第１項第３号及び第２項に規定する役員は、全会員から公募された候補者の中から会長が指名し、学生

総会の承認を得て任命する。 

５ 会長等が必要と認めた場合は、評議会、学生総会の承認を得て役員数を増員することができる。 

６ 会長は役員の氏名、学科及び学年を記した役員名簿を作成し、指導教員を通して学生主事に提出しなけ

ればならない。 

 （役員会の任務） 

第２４条 役員会は、学生総会又は評議会の議決事項を執行し、その任務は、次の各号に掲げるとおりとす

る。 

(1) 会長は、学生会を代表し、必要あるときは役員会を開催し、会務を統轄する。 

(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その任務を代行する。 

(3) 議長は、学生会役員会において、会議の司会進行を行う。 

(4) 書記局は、各種の会議を記録し、その保持に当たる。 

(5) 総務局は、庶務的事務及び広報活動を取扱う。 

(6) 会計局は、学生会の予算、決算など会計に関する事務を取扱う。ただし、現金の出納及び管理に関す 

ることは、学務課学生係が行う。 

(7) 体育局は、体育系クラブを統轄し、その活動、環境を向上させ、また、体育的行事の実施、運営を図 

る。 

(8) 文化局は、文化・技術系クラブを統轄し、その活動、環境を向上させ、また文化的行事の実施、運営 

を図る。 

(9) 環境局は、校内の美化、清掃等の生活環境の向上を図る。 

(10) 風紀局は、学生生活全般における秩序維持を図る。また、体育局および文化局と連携し、クラブリー

ダー会議を開催する。 

(11) 広報局は、学生会活動の学内及び学外への情報発信を行う。 

(12) 渉外局は、地域、他高専との交流を積極的に行いボランティア活動、合同企画、高専交流会等を通し 

て、学生会活動の活性化を促進する。 

(13) 高専祭局は、高専祭実行委員会を統轄し、高専祭に関する業務を遂行する。 

２ 役員は、評議会の求めがあれば、その会議に出席しなければならない。ただし、議決権はない。 

 （役員の任期） 

第２５条 役員の任期は１年とし、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

２ 任期満了前に役員に欠員が生じた場合の後任者の会長等の選出は、別に定める。 

３ 任期満了前に役員に欠員が生じた場合の後任者の選出は、第２３条第３項の規定による。 

４ 前２項の役員に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
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第５章 部及び同好会 

（部） 

第２６条 体育局及び文化局に部を置く。 

第２７条 部に、部員の互選による部長及び副部長を置き、任期は、第２５条第１項の規定に準ずる。 

第２８条 部長は、部の指導教員と連携を図り、クラブリーダー会議に出席し、部の統括と各部相互間の連

絡、協力及び融和に努めなければならない。 

２ 副部長は、部長を補佐し、部長に事故あるときは、その任務を代行する。 

第２９条 部に関する細則は、別に定める。 

  

（同好会） 

第３０条 体育局及び文化局に同好会を置くことができる。 

２ 同好会に関する細則は、別に定める。 

 

第６章 学級会 

第３１条 学級会は、学生会活動の基盤を成すもので、学級の全学生をもって構成する。 

第３２条 学級会に、学級から選出された学級委員長及び副委員長を置き、任期は、第２５条第１項の規定

に準ずる。 

２ 学級委員長及び副委員長は、第２３条に規定する役員を兼任することができない。 

３ 学級委員長は、学級担任と連携を図り、学級の運営を統括する。 

４ 学級副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その任務を代行する。 

 

第７章 選挙管理委員会 

第３３条 選挙管理委員会は、会長選挙及び副会長選挙（以下「会長選挙等」という。）を管理する。 

第３４条 選挙管理委員会は、各学級から推薦された１名ずつの委員（以下「選管委員」という。）をもって

構成する。 

２ 選挙管理委員会に、委員長を置き、選管委員の互選により選出する。 

３ 選管委員は、第１８条に規定する評議員及び第２３条に規定する役員を兼任することができない。 

第３５条 選管委員の任期は、第２５条第１項の規定に準ずる。 

第３６条 選管委員は、会長選挙等において被選挙権を行使できない。 

第３７条 選挙管理委員会及び会長選挙等の施行に関する細則は、別に定める。 

 

第８章 事業計画及び会計 

第３８条 学生会の事業計画、収支予算、事業報告及び収支決算は、役員会が作成し、評議会の議を経て学

生総会の承認を得なければならない。 

第３９条 学生会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

第４０条 学生会の経費は、会費、入会金及び寄附金をもって充てる。 
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２ 会費は、年額６，０００円とし、年額の２分の１に相当する額を前期及び後期の２期に区分して納付す

るものとする。 

３ 前項の会費は、前期にあっては４月末日までに、後期にあっては１０月末日までに納付するものとする。 

４ 年度途中で休学する場合は、月割計算により休学当月から復学当月の前月までの会費を免除する。ただ

し、納付期限後に休学した場合は、当該期分の会費は免除しない。 

５ 入会金は、３，０００円とし、入学時に納入しなければならない。 

６ 熊本キャンパスからの転科生は、入会金を免除する。 

第４１条 納入した会費等は、一切還付しない。 

第４２条 評議会が要求したときは、学生会の会計について中間報告をしなければならない。 

 

第９章 会計監査委員会 

第４３条 学生会の運営を公正、健全及び円滑に行うため、会計監査委員会を置き、学生会の会計及び経理

を監査する。 

第４４条 会計監査委員会が必要と認めたときは、学生総会及び評議会に監査結果を報告する。 

第４５条 会計監査委員会は、いずれの組織に対しても、その指示する書類を提出させることができる。 

第４６条 会計監査委員会は、第４学年の各学級から１名ずつ選出された委員で構成し、その任期は、第２

５条第１項の規定に準ずる。 

 

第１０章 高専祭実行委員会 

第４７条 高専祭の円滑な実施のため、高専祭局に高専祭実行委員会を置き、高専祭の運営を担う。 

第４８条 高専祭実行委員会は、高専祭局によって本科生から募集された委員で構成し、その任期は、第２

５条第１項の規定に準ずる。 

第４９条 高専祭実行委員会に委員長を置き、委員長は、高専祭局長が務める。 

第５０条 高専祭実行委員会は、高専祭局と密接に連携を図り、高専祭局の要請に応じて活動状況を報告し

なければならない。 

第５１条 高専祭実行委員会は、高専祭に出展する組織、または、個人に対して、高専祭の実施に関わる書

類を提出させることができる。 

第５２条 高専祭実行委員会は、高専祭を公正、健全及び円滑に行うための規則を定めなければならない。 

 

附 則 

この会則は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成２３年８月１１日から施行し、平成２３年４月１日から適用する。 

附 則 

この会則は、平成３０年２月１４日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

附 則 
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この会則は、令和元年１１月１９日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

附 則 

この会則は、令和３年５月２６日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 
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(２) 熊本高等専門学校八代キャンパス学生会細則 

 

第１章 学生会選挙 

第１条 熊本高等専門学校八代キャンパス学生会の会長選挙及び副会長選挙は、熊本高等専門学校八代キャ

ンパス学生会会則及び本細則によるものとする。 

第２条 選挙管理委員会は、次の事項を行う。 

⑴ 選挙日時及び投票所の告示 

⑵ 立候補届出書の書式に関する告示及び立候補届出書の受理 

⑶ 投票用紙の指定 

⑷ 少なくとも１回の立会演説会の開催のための日程及び方法の決定 

⑸ 投票及び開票の管理 

⑹ 当選者の氏名、次点者の氏名、その他当選に関する必要な事項の告示 

⑺ その他選挙に関する一切の事務 

第３条 選挙は１１月に行う。ただし、特別な事情が生じた場合は随時行うことができる。 

２ 選挙日の告示は、原則として投票日の５日前までに行うものとする。 

第４条 立候補は、立候補期間中に立候補届出書を選挙管理委員会に提出することにより行うものとする。 

２ 立候補できる者は、２年生から４年生までの学生とする。 

３ 立候補した者（以下「候補者」という。）が、これを辞退するときは、選挙管理委員会の承認を必要とす

る。 

第５条 候補者は、選挙に関する責任者（以下「選挙責任者」という。）を１名置かなければならない。 

２ 候補者は、他の候補者の選挙責任者を兼務することはできない。 

第６条 会員は、候補者の選挙運動を行うことができる。ただし、熊本高等専門学校八代キャンパス学生会

会則第３４条第１項に規定する委員は、選挙運動を行うことはできない。 

２ 会員が選挙運動を行う場合は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

⑴ ポスターの枚数、大きさ及びその場所 

⑵ 演説の場所とその日時 

⑶ その他必要な事項 

第７条 投票は、所定の投票用紙を用い、単記無記名投票とする。 

２ 不在者投票、委任投票は原則として認めない。ただし、選挙管理委員会が特別に認めた場合は、この限

りではない。 

第８条 告示日までに候補者が定員に満たない場合は、候補者が定員を満たすまで、選挙管理委員会の判断

で選挙日程を遅らせることができる。 

第９条 総投票数が、会員総数の３分の２に満たないときは、再選挙を行う。 

第１０条 次の投票は無効とする。 

⑴ 所定の用紙を用いていないもの。 

⑵ 記入内容の判別ができないもの。 

ー186ー



⑶ 必要事項以外に他事を記入したもの。 

⑷ その他選挙管理委員会で無効と認めたもの。 

第１１条 会長は、会長選挙において、得票数１位の者を当選とする。得票数１位の者が２名以上いる場合

は、決選投票を行う。 

２ 会長に当選した者が就任前に辞退したときは、会長選挙の得票数の多い候補者を順次繰り上げて当選と

する。ただし、繰り上げとする候補者がいない場合は、再度会長選挙を行うものとする。 

第１２条 副会長は、会長選挙において、得票数２位の者を当選とする。得票数２位の者が２名以上いる場

合は、決選投票を行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、第１４条第２項の事由が生じた場合は、副会長選挙において得票数１位の者

を当選とする。得票数１位の者が２名以上いる場合は、決選投票を行う。 

３ 副会長に当選した者が就任前に辞退したときは、得票数の多い候補者を順次繰り上げて当選とする。た

だし、繰り上げとする候補者がいない場合は、副会長選挙を行うものとする。 

４ 副会長選挙の立候補者が１名の場合は、信任投票を行い、有効投票の過半数の信任を必要とする。 

第１３条 役員の罷免は、会員総数の３分の１の署名による要請に基づき、会員総数の過半数の不信任投票

により成立する。この場合、他の役員は、何ら責任を負わない。 

第１４条 任期満了前に会長に欠員が生じたときは、副会長を会長とする。 

２ 任期満了前に副会長に欠員が生じたときは、副会長選挙を行うものとする。この場合、副会長選挙の得

票数１位の者を当選とする。 

３ 任期満了前に会長及び副会長に欠員が生じたときは、会長選挙を行うものとする。 

４ 第１項から前項までの規定にかかわらず、残任期間が９０日以内のときは、評議会の議を経て選出され

た役員が、会長職若しくは副会長職を代行する。 

第１５条 選挙管理委員会は、その任務の遂行にあたっては、いかなる干渉・制約をも受けない。 

 

第２章 部に関する細則 

第１６条 部長は、会長の示す期日までに、部員の氏名、学年及び学科を記した部員名簿を作成し、風紀局

長を通して会長に、指導教員を通して学校に提出しなければならない。ただし、部員に異動があったとき

は、その都度新しい名簿を作成し、すみやかに提出しなければならない。 

第１７条 部長は、会長の示す期日までに、部の予算書を作成し、会計局長を通して会長及び指導教員に提

出しなければならない。正当な理由なく提出しないときは、予算を割当てられないことがある。 

第１８条 部の備品は部長が管理する。 

第１９条 新たに部として認定を受けようとする同好会は、会長に、代表者２名以上の署名のある部認定要

望書、会員名簿、団体規約及び過去２年間の実績を提出しなければならない。 

２ 部の認定は役員会を経て、評議会において審議し、総会によって決定するものとする。 

第２０条 役員会は、次の事項に該当すると認めた場合は、評議会の議決を経て、部を同好会へ降格できる。 

(1) 役員会の定める部の義務を怠ったとき。 

(2) 部員数が役員会の定める規定人数に満たないとき。 
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(3) 活動実績が役員会の定める条件に満たないとき。 

(4) その他正当と認められる理由のあったとき。 

第２１条 役員会は、部の希望又は役員会が適当と認めたときは、部長に諮った上で部の廃止を、評議会の

議決を経て決定することができる。 

第２２条 部への加入、また部からの脱退は拘束されない。ただし、会員はいずれかの部に属することが望

ましい。 

２ 複数クラブへ加入する場合は、各クラブ指導教員の了承を得て、必ず正規部員としての登録を行うこと。 

３ 体育系クラブの補填要員による大会参加は認めない。ただし、期限付き体育系団体の大会参加を本校が

認めた場合は、この限りではない。 

 

第３章 同好会に関する細則 

第２３条 同好会は、部に準じた活動を行うものとする。 

第２４条 同好会に学生会予算は配分しない。 

第２５条 新たに同好会として認定を受けようとする団体は、会長に、代表者２名以上の署名のある学生団

体結成願、会員名簿、団体規約を提出しなければならない。 

２ 同好会の認定は、役員会を経て、評議会において審議し、総会によって決定するものとする。 

３ 同好会の名称は、前項の規定により承認を得た会に限り使用できるものとする。 

第２６条 同好会に、会の運営を総括するため、会員の互選による責任者（以下「同好会責任者」という。）

１名を置く。 

２ 同好会責任者の任期は１年とし、再任を妨げない。 

第２７条 同好会責任者は、顧問教員と連携を図り、会員数、氏名等を会長に報告し、活動の記録の提出等、

会長の要請に応じなければならない。 

第２８条 部から降格した同好会の部への昇格は、第１９条の規定に準ずる。 

第２９条 役員会は、次の事項に該当すると認めた場合は、評議会の議決を経て同好会の廃止を決定できる。 

(1) 役員会の定める同好会の義務を怠ったとき。 

(2) 活動実績が役員会の定める条件に満たないとき。 

(3) 同好会から申し出があったとき。 

(4) その他正当と認められる理由のあったとき。 

 

附 則 

この細則は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この細則は、平成２３年８月１１日から施行し、平成２３年４月１日から適用する。 

附 則 

この会則は、平成３０年２月１４日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 
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広報局

NITKボランティアサークル 同好会
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英語研究部

茶道同好会

放送同好会文化局

会　長

副会長

議　長

【文化系クラブ】

卓球部

【技術系クラブ】
情報システム研究部

【体育系クラブ】

the plastic arts 同好会

書記局

会計局

ロボコン部

水泳部

柔道部

剣道部

体育局
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(３) 熊本高等専門学校八代キャンパスにおけるクラブ活動に関する申合せ 

                         

令和２年１月２９日制定 

令和５年３月２８日一部改正  

学生委員会八代キャンパス部会 

 

１．八代キャンパスにおけるクラブ活動の位置づけについて 

（１） クラブ活動の意義・目的 

高専におけるクラブ活動は、学生の主体的な活動によって得られる経験を通して、学生自

身が成長することを目的とする。したがって、顧問業務を含むクラブ活動支援業務は学生の

成長を目的とした教育業務の一部である。 

クラブ活動は学生が主体的・自律的に管理・運営をおこなうことを原則とし、その主体的・

自律的活動を通した「分野横断的能力」の開発を教育上の目的と位置付ける。 

 

（２） クラブ活動支援業務の意義・目的 

顧問業務を含むクラブ活動支援業務は、上記目的を達成するための教育業務である。教職

員は、学生が主体的・自律的にクラブ活動を実施し、その能力の開発がおこなわれるよう支

援をおこなわなければならない。クラブ活動支援業務を組織的に実践するために、学校は教

育、研究、校務等の業務との調整を図り、その実施体制を整備しなければならない。 

 

（３） 顧問の配置 

教員は、原則として、顧問業務に従事しなければならない。各教員が、顧問として担当す

るクラブは、学生委員会が調整し、学校長が任命する。 

ただし、以下の場合は、顧問業務を免除することができる。 

① 副校長又は主事の職にある者 

② 学校の管理・運営上の理由により認められた場合 

③ その他、やむを得ない事情があると認められた場合 

 

（４） 顧問業務 

顧問は、以下の業務に努めなければならない。 

① 安全配慮 

顧問業務において最も重要なことは、学生の活動における安全配慮に努めることで

ある。活動における危険性を排除・低減し、安全対策を講じるとともに、事故等が発

生した場合の対応体制を構築しなければならない。 

各活動において、事故等のリスクが予見できる場合においては、活動の様態に応じ

て、立ち会う、連絡が取れるようにしておく、搬送等の手段を講じておくなどの配慮

が必要とされる。 

② 教育指導 

クラブ活動は、学生の主体的活動を基本とするものの、本校教育活動の一部であり、

教職員は教育的関与によって、学生の能力開発を支援するとともに、厚生補導上の配

慮が求められる。 
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③ クラブ運営支援 

事務手続や学外組織との連携など、クラブ運営に係る業務について、顧問は掌理し

ておかなければならない。実際の事務処理等については、学生と協力して実施し、必

ずしも顧問教員がおこなうことを要しないが、手続、内容について掌握することが求

められる。 

④ 技術的指導 

顧問を担当する教員は、必ずしも当該クラブの活動の経験者ではなく、知識・技術

を有しているとは限らない。したがって、技術的指導については、全ての顧問に対し

て要求するものではない。しかしながら、競技力等の向上は、クラブ活動における学

生の直接的な動機につながり、活動の活性化をもたらす重要な要素であるため、技術

的指導は顧問業務にとっても重要な役割を担う。 

 

２．クラブ活動の休養日および活動休止期間について 

（１） 休養日の設定 

・クラブ活動について、土日のいずれか 1 日と、平日の 1 日を活動休止日として、少な

くとも週に 2 日は休養日を設定する。また、この措置について、学校の管理運営方針

として徹底する。 

 ・週末に大会参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。その場合には、

連続する複数の週にわたり、休養日の設定がないことを禁ずる。 

 

（２） 活動休止期間 

① 定期試験の 1 週間前から試験終了までの 2 週間は、学習に集中する期間として、練習

や試合をおこなわない。 

② 公式戦等のため、上記①に抵触する事態が生じる（予想される）場合は、事前に学生

主事に相談し、顧問、学生主事及び教務主事の協議を経て、校長が判断する。 

 

３．クラブ活動の実施時間について 

（１） 授業実施日のクラブ活動実施時間について 

通常授業が実施されている日のクラブ活動の実施時間は、原則として 16:30～18:30 とす

る。なお、この活動時間は、顧問又はコーチの監督下でおこなう組織としての活動を対象と

する。 

ただし、上位につながるような公式戦等の大会前はこの限りではない。活動時間の延長を

希望する際は、クラブ顧問が事前に学生委員会に申し出て、学生委員会はクラブ顧問との協

議を経てその可否を判断する。活動時間の延長は、必ず顧問又はコーチ監督下で行うものと

し、20:00 までを限度とする。また、活動時間延長にあたって、顧問は部員の学業面や生活面

への影響に配慮すること。 

 

（２） 土日・休日（授業が実施されない日）のクラブ活動時間について 

土日・休日や長期休暇中のクラブ活動時間については、以下の点に配慮する。 

・ 1 日当たり 3 時間程度の活動を原則とする。 

・ 特別な事情がない限り、活動終了時刻については、18:30 を原則とする。 

なお、試合、大会への参加、合宿、遠征等の特別な活動については、この限りではない。た
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だし、前後の休養日の設定など、心身の疲労回復や他の活動への影響に配慮すること。 

 

４．兼部について 

体育系クラブの兼部については、双方の部活動での練習が不十分となって怪我や事故に繋

がる危険性が高くなること、十分な休養を取ることが難しくなることから認めない。体育系

クラブと文化・技術系クラブの兼部は、双方の顧問の了承を得ることで可とするが、適切な

活動ができるかを考慮した上で、了承の判断をすること。 

 

 

附 則 

この申合せは、令和２年１月２９日から施行する。 

  附 則   

この申合せは、令和５年４月１日から施行する。 
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文化系クラブ 区分 代表顧問 コーチ等

茶道 同好会 福井由美子(LY) ※外部コーチ1名

吹奏楽 部 西村壮平(MI) 時松雅史(LY) ※外部コーチ1名

音楽研究 部 岩坪要(AC)

英語研究 部 岩下いずみ(LY)

NITKボランティアサークル 同好会 東田洋次(LY)

放送 同好会 道園達也(LY)

技術系クラブ 区分 代表顧問 コーチ等

ロボコン 部 山下徹(MI) 毛利存(MI) 湯治準一郎(MI) 井山裕文(MI) ※外部コーチ1名　専攻科生コーチ1名

ラジコン研究 部 毛利存(MI)

情報システム研究 部 村田美友紀(LY) 小島俊輔(LY) ※専攻科生コーチ1名

the plastic arts 同好会 森山学(AC)

体育系クラブ 区分 代表顧問 副顧問 顧問 コーチ等

水泳 部 関文雄(LY) 時松雅史(LY) ※専攻科生コーチ2名

陸上 部 川尾勇達(LY) 岩下いずみ(LY) ※外部コーチ1名

弓道 部 小鉢暢夫(LY) 池田翼(LY) 福井由美子(LY)

剣道 部 岩坪要(AC) 古嶋薫(MI) ※課外活動指導員1名

柔道 部 二見能資(BC) 田中裕一(MI) 湯治準一郎(MI) ※外部コーチ1名

野球 部 岩尾航希(LY) 　藤本洋一(LY) 西村壮平(MI) ※課外活動指導員1名

サッカー 部 宇ノ木寛文(LY) 　村山浩一(MI) 中島レイ（ＭＩ）

ハンドボール 部 若杉玲子(BC) 四宮一郎(LY) 上久保祐志(AC)

バスケットボール 部 脇中康太(AC) 勝野幸司(AC)

テニス 部 後藤勝彦(AC) 松家武樹(AC)

ソフトテニス 同好会 橋本淳也(LY) 元木純也(BC) 森下功啓(AC)

バレーボール 部 柿ヶ原拓哉(MI) 濱田さやか(LY) 川⼝彩希(AC) ※課外活動指導員1名　専攻科生コーチ1名

バドミントン 部 道園達也(LY) 最上則史(BC) 弓原多代(BC) ※課外活動指導員1名

卓球 部 吉永圭介(BC) ⼤島賢治(BC) ※外部コーチ1名

木原久美子(BC)

中島晃(BC)

富澤哲(BC)

課外活動指導員（土曜日） 木場信一郎 光永清司

顧問

顧問

（４）　令和８年度　クラブ顧問一覧　
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１０．寮  生  活 

 

⑴ 熊本高等専門学校学寮規則  ······························  195 

⑵ 熊本高等専門学校学寮入寮及び退寮の 

            手続きに関しての申し合わせ ··········· 198 

⑶ 熊本高等専門学校八代キャンパス学寮細則  ················  202 

 

 

入寮を希望する者は、申請期間に入寮願等の書類を提出し、選考を受け

て入寮が許可されます。入寮申請についての案内は Teams 等でお知らせ

します。 

学寮の概要、寮生活の留意事項、寮の年間行事等については、WEB 上で

随時、発信しています。 

 

 http://y-page.y.kumamoto-nct.ac.jp/ryo/ 

    

   ・寮生および入寮を検討している者は、「寮生心得（寮生活のしおり）※」に必ず目を

通しておいて下さい。 

    ※「寮生心得（寮生活のしおり）」は上記 WEB 内の「6. 各種資料」にありますが、 

パスワードがかかっています。入寮を検討するにあたり閲覧を希望する際は、学

務課 寮務係にお尋ねください。 

 ・学寮は 2023 年度から学生寮の改修工事を予定しております。 

     なお、2023・2024・2025 年度の改修工事は完了しております。 
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(1)熊本高等専門学校学寮規則 

 

平成２１年１０月１日制定 

平成３１年２月２０日一部改正 

令和３年４月１日一部改正 
令和６年１月１９日一部改正 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、学則第６７条第３項の規定に基づき、学寮の管理運営について

必要な事項を定めるものとする。  

（設置の目的） 

第２条 学寮は、本校の教育施設として学生の修学に便宜を供与し、かつ、人間形成

を助長して、教育目標の達成に資することを目的とする。 

（学寮生活の基本） 

第３条 寮生は、この規則及びこの規則に基づいて定められた諸規則を守り、自己及

び共同生活の向上充実に努めなければならない。 

（名称） 

第４条 熊本キャンパスの学寮は、明和寮と称する。八代キャンパスの男子寮は、八

龍寮、女子寮は、夕葉寮と称する。 

（管理運営責任者等） 

第５条 学寮は、校長が管理する。 

２ 学寮の管理運営に関する事項は、校長の命を受けて寮務主事が処理する。 

３ 寮務主事は、関係する教職員と連携を保ち、寮生の教育及び生活の指導監督に当

たるものとする。 

（寮務委員会） 

第６条 学寮の管理運営に関する事項は、寮務委員会において審議する。 

２ 寮務委員会の組織及び運営に関する必要な事項は、別に定める。 

（入寮） 

第７条 学寮に入寮できる者は、本校学生及び校長が許可する者とする。 

２ 学寮に入寮を希望する者は、別に定める規定により、必要な書類等を提出しなけ

ればならない。 

（入寮選考及び許可） 

第８条 入寮者は、寮務委員会で選考し、校長が許可する。 

２ 入寮を許可された者は、入寮時に別に定める誓約書を提出しなければならない。 

（入寮期間） 

第９条 入寮期間は、原則として当該年度限りとする。 

（退寮） 

第１０条 学寮を退寮しようとする者は、別に定める退寮願を提出しなければならな

い。 

２ 寮生が、次の各号のいずれかに該当するときは、校長は、退寮を命ずる。 

(1) 本校学生の身分を失ったとき。 

(2) 第１４条に定める経費の納付を怠ったとき。 

(3)  疾病その他により保健衛生上共同生活に適しないと認めたとき。 

(4)  その他学寮の管理運営上著しく支障をきたす行為があると認められるとき。 
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（教育的措置） 

第１１条 寮生で、本規則、学則及び学生準則並びに別途定める規則に違反した者

は、寮務主事が教育的措置を講ずる。 

２ 寮生の処分手続きについては、別に定める。 

（生活規律） 

第１２条 寮生は、別に定める「寮生心得」を遵守しなければならない。 

２ 寮生が寮内において集会を開くときは、事前に寮務主事の許可を受けなければな

らない。 

（寮生会） 

第１３条 寮生は、校長の承認する範囲内において寮生活を自律的に運営するための

組織（以下「寮生会」という。）を設けることができる。 

２ 寮生会の活動は、寮生相互の個人生活を侵すことなく、かつ、本校諸規則等に違

反しないものでなければならない。 

３ 寮生会については、別に定める。 

（寄宿料及び諸経費） 

第１４条 寄宿料は、別に定める金額を、別に定める期日までに納付しなければなら

ない。 

２ 寮生は、食費その他寮生活に必要な諸経費を納付しなければならない。 

３ 寄宿料の免除については、別に定める。 

（防火安全） 

第１５条 寮生は、火災その他の災害防止について常時注意するとともに、学校の行

う防火訓練その他の措置について協力しなければならない。 

２ 火気の使用は、指定の場所以外で使用してはならない。 

３ 寮生は、災害又は事故の発生を知った場合は、直ちに臨機の処置をとるとともに

関係教職員に報告し、その指示に従って行動しなければならない。 

４ 学寮における火災発生時の避難心得については、別に定める。 

（保健衛生） 

第１６条 寮生は、各自健康の維持及び増進に留意するとともに、学寮内外の清潔に

努めなければならない。 

２ 学校が実施する健康診断及び予防接種は、必ず受けなければならない。 

３ 疾病にかかった者は、直ちに寮務主事に申し出て、その指示に従わなければな

らない。 

（施設、設備の使用） 

第１７条 学寮の施設、設備の使用については、別に定める。 

（損害賠償） 

第１８条 寮生は、施設・設備等を故意又は重大な過失により滅失又は汚損したとき

は、その損害を賠償しなければならない。 

（閉寮） 

第１９条 本校の長期休業中及び管理運営に特に支障が生じる場合は、原則として学

寮を閉鎖する。 

（雑則） 

第２０条 この規則に定めるもののほか、この規則の実施に関し、必要な事項は、キ

ャンパス毎に別に定める。 
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附 則 

この規則は、平成２１年１０月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。ただし、別紙様式第１号から第３

号は、令和３年度入寮生から適用する。 

附 則 

この規則は、令和６年２月１日から施行する。 
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(2) 熊本高等専門学校学寮入寮及び退寮の手続きに関しての申し合わせ 

  

  

令和６年１月１９日制定 

  

  

熊本高等専門学校学寮における熊本高等専門学校学寮規則(以下「学寮規則」とい

う。)に定める事項及びそのほか管理運営に関して必要な事項を次のとおり申し合わ

せる。 

  

（入寮） 

第１条 学寮規則第７条第２項に定める方法は、次のいずれかとする。 

(1) 新入寮生及び継続入寮の場合は、インターネットの申請フォームに（別紙様式

第１号）よる申請とする。ただし、学級担任の署名は不要とする。 

(2) 通学生が翌年度に、入寮を希望及び年度途中に入寮を希望する場合は、書面に

より入寮願（別紙様式第１号）を提出する。 

  

（誓約書） 

第２条 学寮規則第８条第２項に定める誓約書は、別紙様式第２号のとおりとする。 

  

（退寮） 

第３条 学寮規則第１０条第１項に定める退寮願は、別紙様式第３号のとおりとす 

る。 

  

  

  

附 則 

この申合せは、令和６年２月１日から施行する。 
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（別紙様式第１号） 

入  寮  願 

   年  月  日 

 

熊本高等専門学校長  殿 

 

〔学  生〕             工学科 第  学年  組 

       システム工学専攻 第  学年 

（学籍番号）第       号 

 

氏名（自署）                 （ 男 ・ 女 ） 

現住所(自宅) 〒       

                       

                       

電 話 番 号 （     ）     －      

 

〔保護者等〕 氏名（自署）                   

住 所 〒       

                       

                       

学生との続柄          

電 話 番 号 （     ）     －      

 

 私は、下記理由により   月   日から入寮（     寮）したいので、

ご許可くださるようお願いします。 

 

記 

入寮の理由（具体的に記入すること） 

                                    

                                    

                                    

 

学級担任（署名）                  
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（別紙様式第２号） 

誓  約  書 

 

熊本高等専門学校長 殿 

 

 貴校学生寮に入寮の上は学則及び学生寮の諸規則が在寮中は適用されることに

ついて同意し、諸規則を遵守することを誓います。 

 

〔学  生〕    年   月   日 

 

            工学科 第  学年  組 

       システム工学専攻 第  学年 

（学籍番号）第       号 

 

氏名（自署）                       

 

私は、「独立行政法人国立高等専門学校機構保護者等に関する取扱要項」（令

和３年２月１８日理事長裁定）に基づき、上記の者が貴校の学生寮に在寮中にお

ける行為について、学則及び学生寮の諸規則を遵守するよう指導・監督する責任

を負うことを誓約します。 

  なお、記載事項に変更が生じたときは、すみやかに本書を再提出いたします。 

 

〔保護者等〕    年   月   日 

 

 氏名（自署）                   

住 所 〒       

                       

                       

学生との続柄          

電 話 番 号 （     ）     －      

保護者等とは、学生が教育研究活動を円滑に遂行していくうえで、学校と連携し、

学生を指導、支援する立場にある者で、学生が未成年の場合においてはその親権者

又は児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条、第６条の４及び第７条で定

める学生を監護する者若しくは監護する施設等の長とする。また、学生が成年の場

合においては３親等以内の親族とする。要件に合った保護者等が選定できない場合

は、独立の生計を営む成年者であり、学生の指導、支援への意向のある者とする。 
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（別紙様式第３号） 

退  寮  願 

  年  月  日 

 

熊本高等専門学校長  殿 

 

〔学  生〕             工学科 第  学年  組 

       システム工学専攻 第  学年 

（学籍番号）第       号 

 

氏名（自署）                  

 

〔保護者等〕 氏名（自署）                   

住 所 〒       

                       

                       

学生との続柄          

電 話 番 号 （     ）     －      

 

 私は、下記理由により退寮したいので、ご許可くださるようお願いします。 

 

記 

 

１．退 寮 の 理 由                            

２．退 寮 年 月 日      年    月    日 

３．退寮後の住所 〒       

                          

                          

 

 

学級担任（署名）                  
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(3)熊本高等専門学校八代キャンパス学寮細則 

 

平成２１年１０月１日制定 

平成３１年２月２０日一部改正 

令和７年３月１４日一部改正 

 

  

（趣旨） 

第１条 この細則は，学寮規則第８条及び第２０条の規定に基づき，八代キャンパス

寮生の入寮者選考及び帰省又は外泊に関し必要な事項を定めるものとする。 

（入寮者選考） 

第２条 入寮者選考は，次の各号の状況を総合的に見て判断する。 

 １ 入寮を希望する年度の前年度における寮則違反の累計点数 
 ２ 自宅から本校八代キャンパスへ通学すると想定した場合の距離，所用時間，交

通事情及びその他の特筆すべき事情 

（帰省・外泊願） 

第３条 男子寮生の帰省又は外泊に際しては，あらかじめ帰省・外泊願（別紙第１号

様式）を書面又はオンラインで寮務主事に提出し，許可を受けなければならない。 

（帰省願） 

第４条 女子寮生の帰省に際しては，あらかじめ帰省願（別紙第２号様式）を書面又

はオンラインで寮務主事に提出し，許可を受けなければならない。 

（特別外泊許可願） 

第５条 男子寮生の平日の外泊又は女子寮生の外泊に際しては，あらかじめ特別外泊

許可願（兼 欠食願）（別紙第３号様式）を寮務主事に提出し，許可を受けなけれ

ばならない。 

 

附 則 

この細則は，平成２１年１０月１日から施行する。 

  附 則 

この細則は，平成３１年４月１日から施行する。 

  附 則 

この細則は，令和７年４月１日から施行する。 
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別紙第１号様式 

帰省・外泊願（表） 

 

  熊本高等専門学校八代キャンパス    (前期)南・北寮東・西   階    号室 

            寮 務 主 事 殿    (後期)南・北寮東・西   階    号室 

 

 

                                     工学科 第   学年 氏名 

 

 下記のとおり帰省・外泊したいので許可願います。 

 

記 

 

  帰省先 〒                  自宅 TEL 

                          携帯電話 

 

  

帰省・外泊期間 

 

受付 

 

帰寮確認 

外  泊  先 

 

    （氏名・住所と電話番号） 

1 月／日 時 ～ 月／日 時    

2 ／   ／     

3 ／   ／     

4 ／   ／     

5 ／   ／     

6 ／   ／     

7 ／   ／     

8 ／   ／     

9 ／   ／     

10 ／   ／     

11 ／   ／     

12 ／   ／     

13 ／   ／     

14 ／   ／     

15 ／   ／     

16 ／   ／     

17 ／   ／     

18 ／   ／     

19 ／   ／     

20 ／   ／     

注) １ 通常の週末の帰省・外泊の場合は、木曜日の夕点呼時に各階の点呼責任者へ提出すること。 

   ２ その他の帰省・外泊の場合は、前日までに寮務主事へ願い出ること。 

   ３ 帰寮予定日の夕点呼までに帰寮できないときは、予め宿日直教員へ連絡すること。 

   ４ この願は、帰寮日の翌日の夕点呼時に、各階の点呼責任者を通じて返却する。 
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 別紙第３号様式  
 

年   月   日 
熊本高等専門学校八代キャンパス 

          寮 務 主 事 殿 
 

特別外泊許可願（兼 欠食願） 
 
特別外泊について、下記のとおり許可くださるようお願いします。 

 
記 

 
1. 申請者（団体の場合は代表者を記入し、裏面に該当寮生を記入すること） 

 （ MI・AC・BC・AP ）科 （  ）年 氏名：            

（八龍寮・夕葉寮）（北東・北西・南東・南西）（  ）階（   ）号室 

        ※団体の場合…団体名：（            ） 

   
2. 外泊期間    月  日（  曜）  から    月  日（  曜）まで 

  （欠食期間   月  日（  曜）（朝・昼・夕） から   月  日（  曜）（朝・昼・夕）まで） 

             ※帰寮日未定の場合は、決まり次第、寮へ連絡すること 

 
3. 外泊事由 □ 病気・怪我、体調不良 

  □ 部活動、大会参加 
  □ 就職活動、進学受験 
  □ 忌引き・法事等、家庭の事情 
  □ その他・・・（                      ） 

 
4. 外泊先    住所（ □自宅  □その他 ）：                   

         連絡先(本人携帯)：                       
 

5. 指導責任者 氏名(自筆署名)：                       

   指導責任者所属先 

         □ 学内： 担任、クラブ顧問 、主事・委員、委員会委員長・委員 

                    その他（                    ） 

         □ 学外の機関または団体 

              機関・団体名：              職名：     

              住    所：                       

              連絡先(電話)：                       

（表） 
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     【北寮】 計　　　　　　　名 【南寮】 計　　　　　　　名

東・西 階 号室 学年 学科 氏　　名 東・西 階 号室 学年 学科 氏　　名

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

    【夕葉寮】 計　　　　　　　名

階 号室 学年 学科 氏　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

（裏） 
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11．令和７年度 就職先及び進学先一覧 

 

⑴ 令和７年度 就職先一覧  ································  210 

⑵ 令和７年度 進学先一覧  ································· 211 

 

 

就職は、人生の大きなイベントの一つといわれています。自分

のやりたいことは何か、自分は社会にどう貢献できるか等、自分

をしっかり見つめて、自分自身の能力・適性に合った進路を見つ

けることが大切です。 

 

高専の卒業生は、４年生大学の卒業生と同程度の技術を習得で

きるため、各就職先において技術者としての高い評価を受けてい

ます。 

本校においても昭和 54 年に第１回卒業生を社会に送りだして

以来順調で、多くの卒業生が、採用先の企業や官公庁から高い評

価を得ています。 

また、より高度な技術を身につけたい人のために、高専につく

られた専攻科への進学や、大学への編入学等があります。 

本校の令和７年度卒業生の就職先及び進学先は、次頁のとおり

です。 
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　　　　就職先　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
科

建
築
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

生
物
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科

合
　
計

　　　　就職先　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
科

建
築
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

生
物
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科

合
　
計

あおみ建設(株) 1 1 中外製薬工業(株) 1 1

あめいろ工務店 1 1 千代田エクスワンエンジニアリング(株) 2 2

(株)アルプス技研 1 1 DIC(株) 1 1

(株)イシダ 1 1 東亜石油(株) 1 1

ANAラインメンテナンステクニクス(株) 1 1 東急建設(株) 1 1

NECプラントエンジニアリング(株) 1 1 東京エレクトロン(株) 3 3

NSW(株) 1 1 東京ガス(株) 1 1

エヌ・ティ・ティ・インフラネット(株) 1 1 TOWA(株) 1 1

ENEOS(株) 2 2 トーテックアメニティ(株) 1 1

応用電機(株) 1 1 戸田建設(株) 1 1

オークマ(株) 1 1 西日本高速道路(株) 2 2

大阪シーリング印刷(株) 1 1 西日本旅客鉄道(株) 1 1

オリエンタル白石(株) 1 1 日鉄エンジニアリング(株) 1 1

花王(株) 1 1 2 (一社)日本血液製剤機構 1 1

鹿島建設(株) 2 2 (株)日本触媒 1 1

(株)カネカ 2 2 日本港湾コンサルタント(株) 1 1

(株)カンセツ 1 1 (株)ニュージェック 1 1

九州旅客鉄道(株) 1 1 パナソニックEWエンジニアリング(株) 1 1

京セラ(株) 1 1 パナソニック エンターテインメント＆コミュニケーション(株) 1 1

(株)久原本家食品 1 1 (株)半導体エネルギー研究所 1 1

(株)クボタ 1 1 東日本旅客鉄道(株) 1 1

KMバイオロジクス(株) 1 1 平岩建設(株) 1 1

国土交通省九州地方整備局 2 2 フォスター電機(株) 1 1

コスモ石油(株) 1 1 フジプルーフ工専(有) 1 1

サントリーグループ 1 1 (株)ブレクサーテクノロジー 1 1

JFEエンジニアリング(株) 1 1 本田技研工業(株) 1 1

ジェコス(株) 1 1 三井不動産レジデンシャルサービス(株) 1 1

Japan Advanced Semiconductor Manufacturing(株) 1 1 メタウォーター(株) 1 1

ジャパンマリンユナイテッド(株) 1 1 メルコセミコンダクタエンジニアリング(株) 2 2

神鋼テクノ(株) 1 1 ヤマザキマザック(株) 1 1

千寿製薬(株) 1 1 雪印メグミルク(株) 2 2

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(株) 3 3 ライオン(株) 1 1

第一三共(株) 5 5 (株)リーディングマーク 1 1

大成建設(株) 1 1 (株)RitaX 1 1

(株)高田工業所 1 1 ロイヤル(株) 1 1

合　計 33 25 29 87

(1) 令和7年度 本科卒業生就職先一覧
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(2) 令和7年度 本科卒業生進学先一覧

　　　　　　　進学先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
科

建
築
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

生
物
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科

合
　
計

九州工業大学 1 1

熊本高専専攻科 6 5 4 15

熊本大学 1 5 1 7

長岡技術科学大学 1 1 2

東京都立大学 1 1

豊橋技術科学大学 3 3

山形大学 1 1

早稲田大学 1 1

総合学園ヒューマンアカデミー 1 1

合　計 9 14 9 32
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⑴ 学納金関係 

                   （２０２６年４月１日現在） 

種  別 金   額 納   期 担当係 備   考 

入 学 料 84,600円 
出校日前まで 
銀行振込 

学務係  

授 業 料 
年額 

234,600円 

前期 5月 学務係 

学生係 
 

後期 10月 

日本スポ－ツ振興セ
ンタ－災害共済給付
制度保護者負担金 

年額 

1,550円 
４月 学生係  

学生教育研究災害傷

害 保 険 料 
5年分   4,050円 ５月 学生係 

入学時に5年分を一括で納

入します。（※） 

寄 宿 料 

2人部屋 個室 

前期 ４月 

寮務係 寮  生 

前期 前期 

4,200円 4,800円 

後期 後期 
後期 10 月 

4,200円 4,800円 

寮 管 理 費 
44,400円 前期 ４月 

寮務係 寮   生 
44,400円 後期 10 月 

学 生 会 入 会 金 3,000円 ４月 学生係 １年生・編入生 

学 生 会 費 
3,000 円 前期 ４月 

学生係  
3,000 円 後期 10 月 

寮 給 食 費 
日額1,320円～1,460

円×日数  
毎月 給食委託業者 寮 生 

英 語 検 定 受 験 料 
（準 2 級）6,000 円 

受験の翌月も

しくは翌々月 
学務係 

受験の有無、回数に

よって徴収する金額

が変わります 

（※） 

（2 級）6,800 円 

技 術 英 検 受 験 料 
（2 級）6,400 円 

（1 級）9,000 円 

デ ジ タ ル 学 生 証 

「がプリ！」利用料 
4,000 円 ４月 学務係  

後 援 会 入 会 金 3,000 円 ４月 総務係 １年生・編入生 

後 援 会 費 
10,000 円 前期 ４月 

総務係  
10,000 円 後期 10月 

同 窓 会 入 会 金 10,000円 10月 総務係 １年生 

同 窓 会 年 会 費 2,000円 10月 総務係 ５年生 

 
※ 一部後援会からの補助があります。 
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⑵ 学務課貸出用物品一覧 

 

 学生へ貸出用の物品として、下記のとおり揃えてあるので、貸出を希望する学生は、学生係で所定の

手続を行ってください。 

 

空気入れ 

ワイヤレスマイク＆アンプ 

メガホン 

トランシーバー 等 
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(3)　八代キャンパスの建物配置図

     　八代キャンパスの案内図

［アクセス］
●電車／肥薩おれんじ鉄道「肥後高田駅」から徒歩10分
●バス／JR「八代駅前」から
　日奈久下西町/ウインズ八代（高田経由）行に乗車、「高田駅前」下車。徒歩10分
　道の駅たのうら行に乗車、「短大高専前」下車。徒歩10分
●タクシー／JR新八代駅から15分
　　　　　　JR八代駅から10分
●自家用車／八代南I.C.下車、5分
　　　　　　八代I.C.下車、15分
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